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は
じ
め
に

一　

大
化
元
号
の
意
義

二　

大
化
の
即
位
式

三　

大
化
以
後
の
恩
赦

四　

大
化
以
降
に
代
用
さ
れ
た
律

五　

大
化
元
年
か
ら
持
統
三
年
ま
で
の
隋
律
代
用
の
事
例

結　

び

は
じ
め
に

　

か
つ
て
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
通
説
で
あ
っ
た
飛
鳥
浄
御
原
律
令
は

律
は
編
纂
さ
れ
ず
、
令
の
み
が
編
纂
・
施
行
さ
れ
た
と
す
る
の
に
反

し
て
、
持
統
三
年
ご
ろ
飛
鳥
浄
御
原
律
は
令
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
編
纂

さ
れ
、
施
行
さ
れ
た
と
推
測
し
た（（
（

。
さ
い
わ
い
こ
の
拙
論
は
い
ち
ぶ

の
文
科
系
の
律
令
研
究
者
た
ち
に
是
認
さ
れ（（
（

、
今
に
至
っ
た
。
こ
こ

数
年
の
間
の
事
で
あ
る
が
、
こ
の
小
論
の
説
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、

進
ん
で
次
に
考
え
得
る
こ
と
は
、
持
統
三
年
以
前
の
律
令
制
度
に

あ
っ
て
は
、
ど
の
よ
う
な
刑
事
法
に
よ
り
罰
則
が
実
施
さ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
来
て
、
そ
れ
が
喫
緊
の
課
題

と
な
る
の
で
あ
る
。

　

持
統
三
年
の
飛
鳥
浄
御
原
律
令
の
編
纂
施
行
か
ら
遡
る
こ
と
四
十

有
余
年
の
大
化
改
新
以
降
の
日
本
書
紀
の
記
事
を
一
覧
す
る
と
、
た

上　
　

野　
　

利　
　

三

飛
鳥
浄
御
原
律
施
行
前
の
隋
律
代
用
に
つ
い
て

―
―
大
化
の
元
号
・
即
位
式
の
背
後
に
隋
大
業
律
の
形
跡
を
読
み
持
統
期
に
至
る
―
―

研
究
ノ
ー
ト
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し
か
に
刑
罰
関
係
の
記
録
が
少
な
か
ら
ず
散
見
す
る
の
で
あ
っ
て
、

そ
の
刑
罰
関
係
の
四
十
有
余
年
に
わ
た
る
諸
記
録
は
、
注
意
し
て
み

る
と
律
令
法
の
律
に
よ
っ
て
裁
か
れ
た
形
跡
が
読
み
取
れ
る
。

　

現
今
の
歴
史
研
究
者
の
大
化
以
降
の
多
く
の
論
著
に
お
い
て
は
、

令
の
研
究
は
よ
ほ
ど
卓
上
を
に
ぎ
わ
せ
て
い
る
や
に
見
え
る
が
、
こ

れ
に
比
べ
る
と
律
方
面
の
研
究
は
多
い
と
は
言
え
な
い（3
（

。

　

そ
れ
故
に
、
史
実
的
に
た
し
か
な
大
化
以
後
に
執
行
さ
れ
始
め
る

謀
反
事
件
と
そ
の
司
法
的
処
理
、
さ
ら
に
は
急
に
増
え
出
す
恩
赦
な

ど
、
律
と
の
係
わ
り
を
抜
き
に
し
て
は
理
解
で
き
な
い
事
項
に
も
、

あ
ま
り
深
く
は
考
慮
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
傾
向
が
あ
る
。
本
稿
で
は

そ
う
し
た
部
分
に
、
些
少
な
り
と
も
切
り
込
み
を
入
れ
て
、
問
題
点

を
浮
び
上
が
ら
せ
提
議
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
問
題
に
取
り
組
む
に
は
、
近
江
令
は
存
在
し
た
の
か
否
か
、

と
い
う
問
題（4
（

、
さ
ら
に
は
大
化
改
新
の
実
態
つ
ま
り
、
そ
も
そ
も
大

化
改
新
は
存
在
し
た
の
か
、
と
い
う
課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る（5
（

。
だ

が
本
論
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
正
面
か
ら
取
り
組
む
こ
と

は
、
そ
れ
ま
で
の
学
説
整
理
な
ど
を
含
め
て
、
時
間
と
紙
数
の
消
耗

を
必
要
と
す
る
の
で
他
に
委
ね
た
い
。
た
だ
し
本
論
記
述
の
後
に
、

上
記
の
難
問
は
自
ず
と
結
果
が
導
き
出
さ
れ
て
く
る
筈
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
律
関
係
史
料
を
掲
載
す
る
日
本
書
紀
を
読
み
込
ん
で

刑
事
罰
に
関
す
る
史
料
を
摘
記
し
、
持
統
三
年
以
前
の
律
の
存
在
形

態
に
照
準
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
重
き
を
置
き
た
い
と
思
う
。

�

（
（
（　

上
野
「
飛
鳥
浄
御
原
律
の
存
否
に
つ
い
て
」『
皇
学
館
論
叢
』

第
五
一
巻
第
六
号
・
二
〇
一
八
年
。

（
（
（　

榎
本
淳
一
「
書
評
「
上
野
利
三
「
飛
鳥
浄
御
原
律
の
存
否
に
つ

い
て
」」『
法
制
史
研
究
』
第
七
十
号
・
二
〇
二
一
年
、
荊
木
美
行

「
書
評
「
上
野
利
三
「
大
宝
律
お
よ
び
養
老
律
若
干
条
の
復
元
に
つ

い
て
、
ほ
か
（0
点
」『
法
制
史
研
究
』
第
七
一
号
・
二
〇
二
二
年
。

（
3
（　

主
な
研
究
を
あ
げ
れ
ば
、
石
尾
芳
久
「
律
令
の
編
纂
」『
日
本

古
代
法
の
研
究
』
法
律
文
化
社
・
一
九
五
九
年
、
井
上
光
貞
「
日
本

律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」『
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
』
岩
波

書
店
・
一
九
八
二
年
、
吉
田
孝
「
名
例
律
継
受
の
諸
段
階
」『
続
律

令
国
家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店
・
二
〇
一
八
年
、
小
林
宏
「
日

本
律
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」『
牧
健
二
博
士
米
寿
記
念
日
本
法

制
史
論
集
』
思
文
閣
出
版
・
一
九
八
〇
年
、
長
谷
山
彰
「
日
本
古
代

に
お
け
る
賠
償
法
と
固
有
法
」「
日
本
律
成
立
の
諸
段
階
」『
日
本
古

代
の
法
と
裁
判
』
創
文
社
・
二
〇
〇
四
年
、
榎
本
淳
一
「『
東
ア
ジ

ア
世
界
』
に
お
け
る
日
本
律
令
制
」
大
津
透
編
『
律
令
制
研
究
入

門
』
名
著
刊
行
会
・
二
〇
一
一
年
、
同
「
中
国
の
法
・
制
度
の
受
容

―
律
令
法
典
の
編
纂
と
継
受
―
」
古
瀬
奈
津
子
編
『
古
代
文
学
と
隣

接
諸
学
5
律
令
国
家
の
理
想
と
現
実
』
竹
林
舎
・
二
〇
一
八
年
、
同

「
律
令
制
に
お
け
る
法
と
学
術
」
大
津
透
編
『
日
本
古
代
律
令
制
と

中
国
文
明
』
山
川
出
版
社
・
二
〇
二
〇
年
、
な
ど
を
掲
示
で
き
よ
う
。
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（
4
（　

私
は
近
江
令
は
存
在
し
た
と
い
う
説
に
同
調
す
る
。
こ
れ
に
関

し
て
は
井
上
光
貞
氏
の
研
究
（
注
（
3
（（
ほ
か
、
吉
川
真
司
「
律

令
体
制
の
形
成
」
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編
『
日
本
史
講

座
（　

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
家
の
形
成
』（
東
京
大
学
出
版
会
・

二
〇
〇
四
年
（
を
参
照
。

（
5
（　

次
節
以
降
の
行
論
に
あ
る
様
に
、
大
化
改
新
は
無
か
っ
た
と
い

う
論
点
に
立
て
ば
、
本
論
の
大
半
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
に
な
る
。

一　

大
化
元
号
の
意
義

　

大
化
改
新
に
お
け
る
大
化
元
号
の
制
定
の
意
義
と
は
何
で
あ
ろ
う

か
。
元
号（（
（

は
も
と
も
と
中
国
で
は
漢
（
前
漢
（
の
武
帝
か
ら
始
ま
る

建
元
（
紀
元
前
一
四
〇
年
～
紀
元
前
一
三
五
年
（
が
最
初
で
あ
る
。

つ
い
で
元
光
（
紀
元
前
一
三
四
年
～
紀
元
前
一
二
九
年
（、
元
朔

（
紀
元
前
一
二
八
年
～
紀
元
前
一
二
三
年
（
と
間
断
な
く
続
く
。
そ

し
て
近
代
に
至
る
ま
で
延
々
と
継
続
し
て
、
中
華
民
国
、
中
華
人
民

共
和
国
で
止
ん
だ
。
い
っ
ぽ
う
日
本
で
は
大
化
以
降
、
一
時
的
に
は

止
ん
だ
時
が
あ
る
に
せ
よ
、
以
後
は
現
代
の
令
和
に
及
ぶ
迄
止
む
所

が
な
い
。

　

中
国
を
発
祥
と
す
る
元
号
は
元
来
、
皇
帝
は
領
土
と
そ
の
上
に
住

む
人
民
等
、
空
間
を
支
配
す
る
と
同
時
に
、
時
間
も
支
配
す
る
と
い

う
独
特
の
思
想
に
基
づ
い
て
い
る（（
（

。
そ
れ
ゆ
え
皇
帝
は
年
を
あ
ら
わ

す
起
点
、
す
な
わ
ち
元
（
年
（
を
定
め
、
そ
れ
に
名
前
を
つ
け
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
が
二
千
数
百
年
に
も
及
ん
だ
の
だ
が
、
日
本
で
も
大

化
以
来
、
千
四
百
年
以
上
も
続
い
て
き
た
。
こ
れ
は
、
今
述
べ
た
よ

う
に
、
我
が
国
の
天
皇
が
支
配
す
る
領
土
・
国
民
と
共
に
、
時
間
に

対
し
て
も
支
配
権
を
有
す
る
と
い
う
中
国
か
ら
発
祥
し
た
思
想
を
受

け
継
い
で
い
る
か
ら
に
外
な
ら
な
い
。

　

す
な
わ
ち
、
我
が
国
最
初
の
元
号
で
あ
る
大
化
は
、
中
国
発
生
の

支
配
の
原
理
と
思
想
の
移
入
が
あ
り
、
そ
れ
を
顕
著
に
示
す
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
天
皇
の
時
間
の
支
配
を
具
体
的
に
現
し
た
の
が
、
漏

剋
、
つ
ま
り
水
時
計
の
導
入
で
あ
る
。
そ
の
製
作
は
大
化
よ
り
や
や

遅
れ
て
斉
明
天
皇
六
年
五
月
の
書
紀
の
記
事
に
、
皇
太
子
中
大
兄
皇

子
が
製
作
し
た
と
伝
承
さ
れ
、
記
録
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
当
代

の
天
皇
が
中
国
の
皇
帝
を
模
し
て
、
授
時
を
職
務
と
し
た
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
は
単
な
る
中
国
に
お
け
る
時
間
の
支
配
に
関
す
る
技
術
の

輸
入
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
背
後
に
あ
る
時
間
支
配
を
官

僚
や
国
民
に
知
ら
し
め
る
天
皇
の
具
体
的
職
権
の
導
入
な
の
で
あ
っ

た
（
3
（

。

　

時
の
告
知
は
短
時
に
お
い
て
は
漏
剋
で
あ
り
、
長
期
に
あ
っ
て
は

暦
で
あ
っ
た
。
暦
の
作
成
も
天
皇
の
職
権
で
あ
り
、
大
権
で
あ
っ
た
。

暦
を
作
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
玄
象
器
物
は
私
家
に
あ
っ
て
は
な
ら
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ず
、
許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
唐
職
制
律
（0
玄
象
器
物
条
に

「
諸
玄
象
器
物
。
天
文
。
図
書
。
讖
書
。（
中
略
（
私
家
不
得
有
。
違

者
。
徒
二
年
。〈
私
習
天
文
者
。
亦
同
。〉」
と
い
う
厳
格
な
規
定
が

あ
る（4
（

。

　

暦
に
定
め
ら
れ
た
正
朔
、
年
号
を
奉
じ
る
こ
と
は
国
民
の
義
務
で

あ
っ
た
。
暦
日
の
元
は
一
月
一
日
で
あ
り
、
こ
の
日
は
群
臣
が
朝
廷

に
参
集
し
て
天
皇
の
姿
を
拝
し
て
聖
寿
の
万
歳
を
寿
ぐ
、
そ
れ
は
天

皇
の
時
の
支
配
に
服
従
す
る
と
同
時
に
、
そ
の
空
間
的
支
配
に
も
服

す
る
こ
と
を
誓
う
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
し
暦
は
推
古
朝
か
ら
我
が
国
に
導
入
さ
れ
て
い
て
、
大
化
年

代
の
暦
の
使
用
の
形
跡
は
日
本
書
紀
か
ら
は
窺
え
な
い
。

　

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
皇
帝
に
よ
る
空
間
（
領
土
・
領
民
（
や
時
間

の
支
配
を
人
民
に
周
知
せ
し
め
る
中
国
思
想
の
移
入
は
、
た
だ
そ
れ

だ
け
を
意
味
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

私
は
中
国
の
領
土
・
領
民
と
時
間
の
支
配
原
理
を
模
範
と
し
た
大

化
元
号
の
導
入
に
伴
っ
て
、
厳
し
い
規
範
と
な
る
中
国
律
令
の
摂
取

が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
考
え
る
と
、
図
ら
ず
も
そ
う
し
た
形
跡
が
、
大
化
と
そ
れ
以
降

の
書
紀
の
記
述
の
う
ち
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

�

（
（
（　

元
号
に
つ
い
て
の
研
究
は
様
々
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
池
田
温

「
中
国
と
日
本
の
元
号
制
」
池
田
・
劉
俊
文
編
『
法
律
制
度
』
日
中

文
化
交
流
史
叢
書
第
（
巻
、
大
修
館
書
店
・
一
九
九
七
年
、
を
挙
げ

て
お
く
。

（
（
（　

栗
原
明
信
『
秦
漢
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
六
一
年
。

（
3
（　

滝
川
政
次
郎
「
御
代
始
め
諸
儀
式
の
法
的
意
義
」『
律
令
と
大

嘗
祭
―
御
代
始
め
諸
儀
式
―
』
国
書
刊
行
会
・
一
九
八
八
年
参
照
。

（
4
（　

養
老
・
大
宝
職
制
律
玄
象
器
物
条
も
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
大
宝

律
条
文
の
復
元
は
拙
著
『
前
近
代
日
本
の
法
と
政
治
―
邪
馬
台
国
及

び
律
令
制
の
研
究
」
北
樹
出
版
・
二
〇
〇
二
年
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

二　

大
化
の
即
位
式

　

こ
こ
で
は
大
化
元
年
に
行
わ
れ
た
即
位
式
に
つ
い
て
考
え
て
見
た

い
。

　

大
化
元
年
に
は
、
孝
徳
天
皇
の
皇
位
継
承
の
記
事
、
つ
ま
り
そ
の

即
位
式
の
具
体
的
様
子
が
書
紀
巻
第
二
五
の
孝
徳
天
皇
即
位
前
紀
に

見
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
（
皇
極
天
皇
（
四
年
六
月
庚

戌
（
十
四
日
（
に
、

天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
。
授
璽
綬
禪
位
。
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（
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
、
璽
綬
を
授
け
た
ま
ひ
て
位
を
禪
り

た
ま
ふ
。（

と
あ
り
、
ま
た
、

由
是
軽
皇
子
不
得
固
辞
。
升
壇
即
祚
。
于
時
大
伴
長
徳
連
帯
金

靭
。
立
於
壇
右
。
犬
上
健
部
君
帯
金
靭
。
立
於
壇
左
。
百
官
臣

連
国
造
伴
造
百
八
十
部
羅
列
匝
拝
。

（
是
に
由
り
て
、
軽
皇
子
、
固
辞
ぶ
る
こ
と
得
ず
し
て
、
壇
に

昇
り
て
即
祚
す
。
時
に
大
伴
長
徳
連
、
金
の
靭
を
帯
び
て
、
壇

の
右
に
立
つ
。
犬
上
健
部
君
、
金
の
靭
を
帯
び
て
、
壇
の
左
に

立
つ
。
百
官
の
、
臣
・
連
・
国
造
・
伴
造
・
百
八
十
部
、
羅
列

り
て
匝
り
て
拝
み
た
て
ま
つ
る
。（

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
儀
式
の
も
と
で
新
天
皇
の
厳
粛
な
即
位
式
が

執
り
行
わ
れ
て
い
る（（
（

。
こ
の
年
天
豊
財
重
日
足
姫
天
皇
四
年
は
時
を

お
か
ず
大
化
元
年
と
改
め
ら
れ
た
。

　

上
記
の
一
連
の
書
紀
の
即
位
式
の
記
述
は
、
前
後
に
皇
極
天
皇
が
、

古
人
大
兄
皇
子
や
中
大
兄
皇
子
を
候
補
と
す
る
が
、
結
局
、
中
臣
鎌

子
連
の
助
言
を
採
る
と
い
っ
た
過
程
を
経
て
軽
皇
子
（
孝
徳
天
皇
（

に
落
着
す
る
も
、
軽
皇
子
も
ま
た
再
三
固
辞
す
る
が
、
よ
う
や
く
聞

き
入
れ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
様
子
が
細
か
く
描
か
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
具
体
的
記
述
か
ら
し
て
即
位
式
に
至
る
経
過
は
史
実
に
即
し
て

直
写
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

即
位
式
の
様
相
が
こ
の
よ
う
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
初
の
記
録

と
な
っ
た
点
は
、
意
義
あ
る
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

な
に
ゆ
え
一
連
の
即
位
の
詳
細
な
過
程
が
、
初
め
て
大
化
元
年
の

書
紀
に
収
載
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
時
中
国
（
隋
唐
（
式
に
形
容
さ
れ
た
璽
綬
は
実
際
は
鏡
剣
で

あ
っ
た（（
（

。
ま
た
即
位
の
儀
式
は
壇
を
築
き
、
そ
こ
に
新
天
皇
が
立
っ

て
行
う
と
い
う
、
隋
唐
風
の
作
法
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
っ
た（3
（

。

　

こ
の
行
事
が
、
大
化
改
新
時
の
最
初
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
象
徴

的
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
隋
唐
式
諸
制
度
の
摂
取
の
開
始
を
告
げ

る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

大
化
の
、
最
初
の
こ
の
即
位
式
の
在
り
方
が
、
隋
唐
式
の
登
壇
の

儀
式
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
な
に
ゆ
え
こ
の
よ
う
に

強
調
し
た
か
、
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

こ
の
後
壇
を
築
い
て
即
位
の
儀
式
を
執
り
行
っ
た
天
皇
に
天
武
天

皇
が
い
る
。
天
武
紀
二
年
二
月
癸
未
条
に
は
、

天
皇
命
有
司
。
設
壇
場
。
即
帝
位
於
飛
鳥
浄
御
原
宮
。
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と
あ
る
。
大
化
元
年
の
孝
徳
天
皇
と
天
武
天
皇
と
の
間
に
は
斉
明
、

天
智
両
天
皇
が
存
在
す
る
が
、
そ
の
即
位
式
に
つ
い
て
書
紀
は
詳
細

を
語
ら
な
い
が
、
両
天
皇
も
お
そ
ら
く
は
壇
を
築
き
、
そ
こ
に
登
壇

し
て
即
位
の
儀
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。

　

ま
た
即
位
式
に
参
列
す
る
天
皇
、
諸
王
、
諸
臣
の
服
装
は
、
天
皇

は
冕べ
ん

服ふ
く

、
諸
王
諸
臣
は
礼
服
で
全
く
の
中
国
風
の
い
で
た
ち
で
あ
る
。

律
令
は
臣
下
の
守
る
べ
き
法
で
あ
っ
て
、
天
皇
を
拘
束
す
る
も
の
で

は
な
い
か
ら
、
天
皇
の
礼
服
の
事
は
衣
服
令
に
規
定
は
無
く
、
そ
れ

が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
実
際
は
不
明
で
あ
る
。

　

大
化
と
そ
れ
以
後
に
始
め
ら
れ
た
天
皇
即
位
式
が
、
な
に
ゆ
え
中

国
風
の
儀
式
を
模
し
て
行
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
大
化
改
新
が
隋
唐

式
の
制
度
を
移
入
し
て
、
中
国
皇
帝
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
日

本
の
天
皇
も
自
ら
を
頂
点
に
お
い
た
堅
固
な
、
中
央
集
権
的
統
一
国

家
体
制
を
樹
立
せ
ん
と
期
待
を
込
め
た
改
革
運
動
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

そ
れ
ま
で
の
日
本
は
、
氏
族
連
合
か
ら
な
る
政
治
体
制
を
敷
い
て

い
た
か
ら
、
脆
弱
な
制
度
が
続
か
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ
を
天
皇
中
心

の
国
家
へ
と
大
き
く
舵
を
取
り
、
躍
進
さ
せ
る
に
は
大
改
革
が
必
要

で
あ
っ
た（4
（

。
そ
う
し
た
の
ち
に
、
い
つ
し
か
唐
と
対
抗
し
得
る
堅
固

強
大
な
る
国
家
を
構
築
さ
せ
る
、
そ
れ
が
大
化
改
新
の
根
本
的
か
つ

最
大
の
目
標
で
あ
っ
た
。

　

即
位
の
儀
式
は
単
な
る
儀
礼
で
は
な
か
っ
た
。
絶
大
な
権
力
を
振

る
う
こ
と
の
で
き
る
地
位
に
つ
く
就
任
式
で
あ
っ
た
か
ら
、
壮
厳
な

儀
式
と
祭
祀
を
少
し
の
瑕
疵
も
な
く
厳
粛
に
執
り
行
う
必
要
が
あ
っ

た
。
か
か
る
行
事
進
行
上
の
過
失
怠
慢
を
許
さ
な
い
よ
う
に
す
る
に

は
、
背
後
に
強
い
物
理
的
強
制
力
を
も
っ
た
国
家
権
力
が
作
動
す
る

常
態
に
保
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
作
動
の
源
泉
は
何
か
と
い

う
と
、
そ
れ
は
整
然
と
体
系
化
さ
れ
た
刑
罰
規
定
が
制
定
さ
れ
て
い

て
、
瑕
疵
・
過
失
に
は
厳
罰
を
も
っ
て
臨
む
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
、

と
考
え
る
。
体
系
化
さ
れ
た
刑
罰
規
定
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
律
条

項
の
整
備
で
あ
る
。

　

前
述
の
天
皇
即
位
の
儀
式
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
大
化
改
新

が
め
ざ
す
隋
唐
式
の
制
度
を
輸
入
し
、
模
倣
し
て
そ
れ
を
追
究
し
て

い
く
こ
と
、
そ
れ
は
換
言
す
れ
ば
律
令
法
の
継
受
に
外
な
ら
な
い
。

こ
れ
以
降
の
我
が
国
政
府
の
基
本
的
立
場
は
、
中
国
律
令
の
輸
入
、

模
倣
、
学
習
、
編
纂
、
実
施
、
等
々
で
あ
っ
た
。
裁
判
な
ど
の
司
法

的
処
置
は
ま
だ
我
が
国
の
自
前
の
律
令
に
よ
る
も
の
で
は
無
理
に
し

て
も
、
何
と
か
中
国
律
令
を
借
用
し
て
行
政
を
治
め
る
事
を
目
指
し

た
の
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
、
即
位
式
を
執
り
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
神
器
の
損
壊
、

盗
難
な
ど
寸
分
の
瑕
疵
も
な
く
、
滞
り
な
く
進
め
る
事
が
求
め
ら
れ

た
が
、
万
が
一
に
も
支
障
が
出
た
な
ら
ば
、
そ
の
原
因
を
捜
査
し
、
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審
議
し
て
律
令
条
文
に
照
ら
し
、
も
っ
と
も
適
し
た
処
罰
を
科
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
仮
に
そ
う
し
た
律
の
条
文
が
存
し
た
と
し
て

こ
れ
を
例
示
し
て
お
こ
う
。

　

即
位
式
に
用
い
る
神
器
を
盗
む
者
は
十
悪
の
一
つ
で
あ
る
大
不
敬

の
罪
に
坐
し
、
そ
の
刑
罰
は
賊
盗
律
の
条
規
が
適
用
さ
れ
る
。
唐
賊

盗
律
（3
盗
大
祀
神
御
之
物
条
に
は
、

諸
盗
大
祀
神
御
之
物
者
。
流
二
千
五
百
里
。（
以
下
略
（（
養
老

律
は
上
記
「
流
二
千
五
百
里
」
を
「
中
流
」
に
替
え
る
。（

と
あ
る
。
恐
ら
く
隋
律
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
故
意
に
大
祀

神
御
の
物
を
毀
す
罪
は
以
盗
を
も
っ
て
論
ぜ
ら
れ
る
。
唐
の
雑
律
に
、

諸
棄
毀
大
祀
神
御
之
物
。
若
御
璽
。
乗
輿
服
御
物
。
及
非
服
而

御
者
。
各
以
盗
論
。

と
見
え
る
。
そ
の
罪
は
賊
盗
律
の

凡
盗
大
祀
神
御
之
物
者
。
流
二
千
五
百
里
。

に
よ
っ
て
罪
せ
ら
れ
、
十
悪
の
罪
に
入
る
。

　

神
器
の
亡
失
や
誤
毀
は
過
失
に
よ
っ
て
物
を
失
い
毀
す
事
で
あ
る

ゆ
え
、
雑
律
の
前
条
に
続
け
て

亡
失
及
誤
毀
者
。
准
盗
論
。
減
二
等
。

と
あ
り
准
盗
を
以
て
論
ぜ
ら
れ
る（5
（

。

　

厳
格
に
刑
法
の
裏
付
け
を
以
て
儀
式
が
執
行
さ
れ
ね
ば
、
即
位
儀

礼
は
厳
粛
さ
を
保
ち
得
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

そ
し
て
、
こ
の
小
論
に
と
っ
て
よ
り
肝
心
な
点
は
、
上
に
例
示
と

し
て
掲
げ
た
賊
盗
律
や
雑
律
等
な
ど
の
条
文
が
、
実
際
に
は
、
果
た

し
て
、
隋
か
唐
の
何
と
い
う
律
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

近
時
の
拙
論（6
（

で
は
持
統
三
年
六
月
頃
に
編
纂
、
施
行
さ
れ
た
浄
御

原
律
は
、
唐
の
永
徽
律
を
範
典
と
し
て
い
た
、
と
考
え
た
。
そ
の
永

徽
律
は
お
そ
ら
く
天
武
天
皇
十
四
年
に
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
天
武
天
皇
が
当
初
、
新
た
に
律
令
の
編
纂
を
打
ち
出
し
た

天
武
十
年
の
時
期
に
お
い
て
は
、
多
分
隋
の
大
業
律
令
を
範
典
と
し

て
い
た
の
は
な
い
か
と
、
拙
論（7
（

で
は
考
え
て
い
た
。

　

し
か
し
成
立
し
た
浄
御
原
律
が
十
悪
と
い
う
条
項
を
含
ん
で
い
た

点
を
深
慮
し
、
藍
本
は
永
徽
律
で
あ
っ
た
と
考
え
を
転
換
し
た
。
何

故
な
ら
ば
大
業
律
令
を
編
纂
し
た
隋
の
煬
帝
は
十
悪
中
二
悪
を
設
け

な
か
っ
た
と
い
う
史
実
に
行
き
当
た
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
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す
れ
ば
、
持
統
三
年
六
月
以
前
・
大
化
以
降
の
我
が
国
で
用
い
ら
れ

た
律
は
、
永
徽
律
令
以
前
の
律
が
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
筈

で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
律
な
ら
ば
そ
れ
は
す
な
わ
ち
大
業
律
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。

附
　

賀
正
礼

　
暦
に
定
め
ら
れ
て
い
る
正
朔
、
年
号
を
奉
じ
る
事
は
臣
下
、
国
民

の
義
務
で
あ
る
。
そ
し
て
暦
日
の
元
は
一
月
一
日
で
あ
る
ゆ
え
、
こ

の
日
は
群
臣
が
朝
廷
に
参
集
し
て
天
皇
の
姿
を
拝
し
て
聖
寿
の
万
歳

を
寿
ぐ
の
が
天
皇
の
、
時
の
支
配
に
服
す
る
と
共
に
そ
の
空
間
的
支

配
権
に
も
服
す
る
事
を
誓
う
事
に
な
る
。

　
賀
正
礼
は
、
ま
ず

①
大
化
二
年
正
月
甲
子
朔
（
一
日
）
に
「
賀
正
礼
畢
、
即
宣
改
新

之
詔
曰
、
其
一
曰
、」
と
見
え
る
。
賀
正
礼
は
元
旦
の
儀
礼
だ

が
、
こ
の
記
事
は
賀
正
礼
の
初
出
で
あ
り
、
そ
の
点
で
重
要
な

意
味
を
も
つ
。
そ
の
儀
は
群
臣
羅
拝
し
て
新
天
皇
の
命
に
服
従

す
る
べ
き
こ
と
を
誓
う
即
位
式
と
等
し
い
。
中
国
に
お
い
て
元

正
の
朝
賀
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
か
は
、『
冊
府
元
亀
』
外
臣
部
に
、

四
夷
の
蕃
国
の
君
長
は
元
日
を
賀
す
る
た
め
に
特
に
使
節
を
唐

の
朝
廷
に
派
遣
し
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

②
三
年
正
月
戊
子
朔
壬
寅
（
十
五
日
）
は
、
高
麗
・
新
羅
共
に
我

が
国
に
朝
貢
の
使
者
を
派
遣
し
た
こ
と
を
載
せ
、
蕃
国
の
賀
正

礼
に
擬
す
る
儀
式
の
存
在
を
記
す
る
。

③
四
年
正
月
壬
午
朔
、
④
五
年
正
月
丙
午
朔
、
⑤
白
雉
元
年
正
月

辛
丑
朔
、
⑥
白
雉
三
年
正
月
己
未
朔
元
日
礼
（
元
日
礼
は
賀
正

礼
と
同
じ
）、
こ
う
し
て
斉
明
元
年
正
月
の
即
位
へ
と
続
く
。

　
も
し
仮
に
賀
正
礼
を
私
的
な
場
で
行
え
ば
処
罰
さ
れ
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
は
、
文
武
天
皇
元
年
閏
十
二
月
二
十
八

日
条
の
続
日
本
紀
の
記
事
に
、「
正
月
に
往
来
し
て
拝
賀
の
礼
を
行

う
こ
と
を
禁い
さ

む
。
も
し
違
反
す
る
者
有
ら
ば
、
浄
御
原
朝
廷
の
制
に

依
り
て
決
罰
す
。」
の
例
が
あ
る
。

　
賀
正
礼
は
即
位
礼
と
同
等
の
価
値
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

 

（
1
）　
孝
徳
天
皇
の
即
位
式
が
唐
の
儀
式
に
な
ぞ
ら
え
て
行
わ
れ
た
こ

と
に
つ
い
て
、
滝
川
氏
は
、
天
皇
の
即
位
式
は
、
律
令
の
法
律
体
制

の
中
で
絶
大
の
権
力
を
振
る
い
得
る
天
皇
な
る
ポ
ス
ト
に
就
く
就
任

式
で
あ
る
か
ら
、
厳
か
な
儀
礼
が
伴
う
の
は
当
然
の
こ
と
と
申
さ
ね

ば
な
ら
な
い
。
広
汎
な
権
力
が
賦
与
さ
れ
る
将
軍
、
遣
唐
使
の
任
命

に
は
、
授
権
の
証
し
と
し
て
の
節
刀
が
授
け
ら
れ
る
儀
式
が
あ
っ
て
、

そ
の
儀
は
貞
観
儀
式
に
賜
将
軍
節
刀
儀
、
賜
遣
唐
使
節
刀
儀
と
し
て

定
め
ら
れ
て
い
る
。
即
位
式
に
当
た
っ
て
、
忌
部
が
皇
位
の
象
徴
で
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あ
る
神
璽
の
鏡
剣
を
天
皇
に
奉
呈
す
る
の
は
、
将
軍
の
任
命
に
際
し

て
節
刀
が
授
け
ら
れ
る
の
と
同
様
の
意
義
を
有
す
る
行
の
こ
と
で
あ

り
、
即
位
式
を
も
っ
て
天
皇
就
任
式
と
考
え
る
こ
と
は
誤
り
で
は
な

い
と
述
べ
る
（
滝
川
「
御
代
始
め
諸
儀
式
の
法
的
意
義
」『
律
令
と

大
嘗
祭
―
御
代
始
め
諸
儀
式
―
』
国
書
刊
行
会
・
一
九
八
八
年
、
所

収
（。

（
（
（　

中
国
の
伝
国
の
璽
に
あ
た
る
物
は
、
日
本
で
は
鏡
剣
で
あ
る
。

我
が
国
に
お
い
て
令
が
制
定
さ
れ
た
当
時
の
持
統
朝
に
お
い
て
は
即

位
式
に
あ
た
っ
て
神
璽
の
鏡
剣
が
高
御
座
に
お
か
れ
た
の
で
あ
っ
て

持
統
紀
四
年
正
月
の
即
位
式
の
記
事
に
は
「
忌
部
宿
禰
色
部
知
神
璽

の
鏡
剣
を
皇
后
に
奉
上
す
」
と
あ
る
。
さ
か
の
ぼ
る
と
以
前
は
雄
略

天
皇
即
位
前
紀
に
「
十
一
月
壬
子
朔
甲
子
。
天
皇
命
有
司
。
設
壇
於

泊
瀬
朝
倉
。
即
天
皇
位
」
と
あ
り
、
清
寧
天
皇
紀
に
「
元
年
春
正
月

戊
戌
朔
壬
子
。
命
有
司
設
壇
場
於
磐
余
甕
栗
。
陟
天
皇
位
」
と
あ
り
、

武
烈
即
位
前
紀
に
「
於
是
太
子
命
有
司
。
設
壇
場
於
泊
瀬
列
城
。
陟

天
皇
位
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
は
書
紀
編
者
の
漢
様
の
書
き
ざ
ま
と
見

て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
は
文
字
通
り
に
解
釈
し
よ
う
と
は
し
て
こ

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
3
（　

隋
唐
皇
帝
即
位
時
の
壇
と
祠
令
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
中
村
裕

一
『
唐
令
の
基
礎
的
研
究
』
汲
古
書
院
・
二
〇
一
二
年
、
の
第
二
章

唐
初
の
「
祠
令
」
と
大
業
「
祠
令
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

大
化
の
即
位
儀
礼
と
こ
こ
に
至
る
古
代
の
即
位
儀
礼
の
実
態
に
関

し
て
は
井
上
光
貞
氏
の
精
緻
な
研
究
が
あ
る
（
井
上
「
古
代
の
王
権

と
即
位
儀
礼
」
井
上
『
著
作
集
五
』
岩
波
書
店
・
一
九
八
六
年
（。

井
上
説
に
触
れ
た
も
の
と
し
て
溝
口
睦
子
「
神
祇
令
と
即
位
儀
礼
」

（
黛
弘
道
編
『
古
代
王
権
と
祭
儀
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九
九
〇
年
（、

加
茂
正
典
「『
神
祇
令
』
践
祚
条
私
注
」（『
日
本
古
代
即
位
儀
礼
史

の
研
究
』
思
文
閣
出
版
・
一
九
九
九
年
（、
蘆
田
東
一
「『
壇
』
に
つ

い
て
」『
日
本
書
紀
研
究
』
第
十
五
号
・
二
〇
〇
二
年
、
な
ど
が
あ

る
。
天
壇
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
石
橋
丑
雄
『
天
壇
』
山
本
書
店
・

一
九
五
七
年
を
参
照
。

（
4
（　

井
上
光
貞
『
著
作
集
三　
古
代
国
家
の
形
成
』
岩
波
書
店
・
一

九
八
五
年
第
二
部
第
四
章
「
大
化
改
新
」、
で
述
べ
ら
れ
た
氏
説
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
5
（　

滝
川
「
律
と
大
嘗
祭
」
前
掲
書
所
収
。

（
6
（　

上
野
「
飛
鳥
浄
御
原
律
の
復
元
に
つ
い
て
」『
法
学
研
究
』
第

九
五
巻
第
一
一
号
・
二
〇
二
二
年
。

（
7
（　

上
野
・
前
掲
「
飛
鳥
浄
御
原
律
の
復
元
に
つ
い
て
」。

三　

大
化
以
後
の
恩
赦

　

恩
赦
の
例
は
大
化
二
年
三
月
に
始
ま
り
、
以
後
天
武
期
に
は
急
増

す
る
。
途
中
近
江
令
の
施
行
や
壬
申
の
乱
な
ど
の
画
期
が
あ
っ
て

各
々
検
討
を
要
す
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
恩
赦
は
皇
帝
の
大
権
を
表
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す
隋
の
制
度
の
模
倣
で
あ
ろ
う（（
（

。
以
下
書
紀
か
ら
列
挙
す
る
。

①
孝
徳
紀
大
化
二
年
三
月
辛
巳
条
。
造
営
を
契
機
と
す
る
「
大
赦

天
下
、（
中
略
（
宜
遣
使
者
、
諸
国
流
人
及
獄
中
囚
、
一
皆
放

捨
。」
と
い
う
記
事
が
あ
る
。

②
孝
徳
紀
白
雉
元
年
二
月
甲
申
条
。
白
雉
の
改
元
の
契
機
と
な
る

祥
瑞
を
愛
で
て
「
大
赦
天
下
」
と
あ
る
。

③
天
智
紀
十
年
正
月
甲
辰
条
。
東
宮
太
太
皇
弟
奉
宣
、
施
行
冠
位

法
度
之
事（（
（

を
契
機
に
「
大
赦
天
下
」
と
あ
る
。

④
天
武
紀
月
八
月
甲
申
（
二
十
五
日
（「
命
高
市
皇
子
、
宣
近
江

群
臣
犯
状
。
…
以
余
悉
赦
之
」
と
見
え
る
。

⑤
天
武
紀
二
年
三
月
壬
寅
条
。
白
雉
の
祥
瑞
が
現
れ
て
「
大
赦
天

下
」
と
あ
る
。

⑥
天
武
紀
五
年
八
月
壬
子
条
。
大
解
除
・
放
生
を
契
機
と
し
て

「
死
刑
・
没
官
・
三
流
、
並
降
一
等
、
徒
罪
以
下
、
已
発
覚
・

未
発
覚
、
悉
赦
之
。
唯
既
配
流
、
不
在
赦
例
。」
と
あ
る（3
（

。

⑦
同
天
皇
紀
六
年
十
一
月
己
未
条
。
赤
烏
出
現
の
祥
瑞
に
よ
り

「
大
赦
天
下
」
と
あ
る
。

⑧
同
七
年
九
月
条
。
祥
瑞
（
瑞
稲
（
の
故
に
「
徒
罪
以
下
、
悉
赦

之
。」
と
あ
る
。

⑨
同
八
年
十
二
月
戉
申
条
。
祥
瑞
嘉
木
の
出
現
で
「
大
辟
罪
以
下
、

皆
赦
之
。」
と
見
え
る
。

⑩
同
九
年
十
一
月
癸
未
条
。
皇
后
不
豫
に
よ
り
「
赦
罪
」
と
あ
る
。

⑪
同
十
一
年
八
月
己
丑
条
。
日
高
皇
女
の
病
を
機
縁
に
「
大
辟
罪

以
下
、
男
女
并
一
百
九
十
八
人
、
皆
赦
之
。」
と
あ
る
。

⑫
同
十
二
年
正
月
丙
午
条
。
三
足
雀
出
現
の
故
に
祥
瑞
と
さ
れ

「
大
辟
罪
以
下
、
皆
赦
之
。」
と
あ
る
。

⑬
同
年
八
月
庚
申
条
。
雨
を
得
て
「
大
赦
天
下
」
と
あ
る
。

⑭
同
十
三
年
四
月
丙
辰
条
。「
徒
罪
以
下
、
皆
免
之
。」
と
見
え
る
。

⑮
同
十
三
年
十
二
月
庚
寅
条
。「
除
死
刑
以
下
罪
人
、
皆
咸
赦

焉
。」
と
見
え
る
。

⑯
同
天
皇
、
朱
鳥
元
年
五
月
条
。
天
皇
不
豫
に
つ
き
「
大
赦
天
下
、

囚
獄
已
空
。」
と
あ
る
。

⑰
持
統
称
制
の
朱
鳥
元
年
七
月
癸
丑
条
。「
大
赦
之
」
と
あ
る
。

⑱
持
統
天
皇
即
位
後
の
元
年
六
月
庚
申
条
。「
赦
罪
人
」
と
あ
る
。

⑲
同
天
皇
二
年
六
月
戊
戌
条
。「
令
天
下
繫
囚
極
刑
、
減
本
罪
一

等
、
軽
繫
皆
赦
除
之
。」
と
あ
る
。

⑳
同
天
皇
三
年
三
月
丙
子
条
。「
大
赦
天
下
、
唯
常
赦
所
不
免
、

不
在
赦
例
。」
と
あ
る
。

　

こ
れ
ら
が
浄
御
原
律
施
行
ご
ろ
ま
で
の
恩
赦
関
係
記
事
で
あ
り
、

二
十
例
を
数
え
る
。

　

以
上
を
一
瞥
し
て
、
③
冠
位
法
度
の
施
行
、
⑥
の
天
武
初
期
で
ひ

と
つ
の
画
期
が
有
っ
た
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
お
そ
ら
く
中
国
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律
代
用
を
継
続
す
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
と
思
う
。

　

⑳
「
常
赦
所
不
免
、
不
在
赦
例
」
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

　

恩
赦
と
い
う
臣
下
臣
民
の
刑
罰
を
赦
す
や
り
方
は
、
一
体
ど
の
よ

う
な
法
律
的
根
拠
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
の
か
。
天
皇
の
も
つ
、
法
律

を
超
越
し
た
刑
罰
大
権
を
執
行
す
る
法
源
の
存
在
、
そ
れ
を
解
く
鍵

は
、
律
の
条
文
の
中
の
、
名
例
律
（8
除
名
条
に
求
め
ら
れ
る
と
考
え

る
。
す
な
わ
ち
そ
の
疏
文
に
、「
非
常
の
断
、
人
主
之
を
専
ら
に
す
。

（
非
常
の
際
は
律
令
に
拘
わ
ら
ず
裁
断
し
得
る
（」
と
あ
る
。
律
令
の

規
定
を
超
え
た
恩
赦
の
大
権
は
、
こ
の
律
の
条
文
を
根
拠
に
、
天
皇

に
備
え
ら
れ
て
い
た
、
と
考
え
る（4
（

。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
上
述
し

た
よ
う
に
大
化
以
降
に
頻
出
、
急
増
す
る
恩
赦
の
記
事
の
背
後
に
は
、

律
令
法
の
存
在
を
窺
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
律
令
法
は
恐
ら
く
は

隋
律
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

�

（
（
（　

恩
赦
に
つ
い
て
は
、
佐
竹
昭
著
『
古
代
王
権
と
恩
赦
』
雄
山
閣

出
版
・
一
九
九
八
年
、
を
参
酌
し
、
一
部
補
塡
し
た
。

（
（
（　

こ
の
下
に
「
法
度
冠
位
之
名
、
具
載
於
新
律
令
也
。」
と
あ
る
。

近
江
令
の
公
布
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
令
の
公
布
に
太
皇
弟
即

ち
大
海
人
皇
子
が
関
わ
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
壬
申
の
乱
後
に
お
い

て
も
近
江
令
は
廃
止
さ
れ
ず
、
現
行
法
と
し
て
の
効
力
を
保
ち
続
け

た
可
能
性
が
あ
る
と
推
測
す
る
。
本
稿
で
論
じ
る
当
時
の
刑
法
が
大

業
律
代
用
で
実
施
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
近
江
令
は
概
ね
大
業
令
を

典
範
と
し
て
編
纂
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
推
測
す
る
が
、

未
だ
実
証
に
至
っ
た
訳
で
は
な
い
。

（
3
（　

天
武
初
期
の
律
の
在
り
方
を
う
か
が
う
好
個
の
史
料
で
あ
る
。

あ
ら
た
め
て
後
述
す
る
。

（
4
（　

利
光
三
津
夫
『
律
令
研
究
続
貂
』
慶
應
通
信
・
一
九
九
四
年
、

大
町
健
「
天
皇
大
権
と
律
令
法
は
ど
ち
ら
が
上
位
か
」
吉
村
武
彦
・

吉
岡
真
之
『
新
視
点
日
本
の
歴
史
第
三
巻
古
代
編
Ⅱ
』
一
九
九
三
年
。

四　

大
化
以
降
に
代
用
さ
れ
た
律

　

浄
御
原
律
が
成
立
す
る
持
統
三
年
以
前
の
記
事
に
は
、
律
に
準
拠

す
る
と
思
わ
れ
る
刑
罰
記
事
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
浄
御
原

律
と
は
異
な
る
律
に
よ
る
裁
判
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
三
節
に
わ
た
り
各
個
の
問
題
の
背
景
に
大
業
律
が
作

用
し
て
い
た
点
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
浄
御
原
律
以
前
に
日
本
律
は
制
定
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ら
の
裁
判
は
す
で
に
移
入
さ
れ
て
い
た
大

業
律
を
準
拠
法
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
つ
ま
り
大

業
律
が
施
行
さ
れ
て
い
た
と
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
中
国
律
の
代

用
の
考
え
方
で
あ
る
。
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だ
が
、
中
国
律
全
般
の
代
用
と
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
部
分
的
な

借
用
で
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
あ
る
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
日
本
人

に
は
、
中
国
律
を
理
解
す
る
こ
と
は
大
変
困
難
で
あ
り
、
と
て
も
律

全
体
の
導
入
は
出
来
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
上
に
例
示
し
た
よ

う
に
、
律
劈
頭
の
十
悪
等
重
要
犯
罪
の
ご
く
一
部
分
が
実
際
に
代
用

さ
れ
た
こ
と
は
事
実
と
し
て
も
、
全
般
的
な
律
の
篇
目
・
条
文
は
用

い
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
中
国
律
の
部
分
代
行
説

と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
よ
く
よ
く
考
え
る
に
、
律
は
篇
目
と
条
文
が
相
互
に
複

雑
に
絡
み
合
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
十
悪
等
の
重
要

犯
罪
規
定
は
そ
れ
だ
け
を
用
い
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
十
悪
第
一
の
謀
反
の
「
謀
危
国
家
」
の
罪
は
賊
盗
律
（

条
に
よ
り
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
、
十
悪
第
二
の
謀
大
逆
の
「
謀
毀
山

陵
・
宮
闕
」
の
罪
は
同
じ
く
賊
盗
律
（
条
に
よ
り
絞
罪
に
処
せ
ら
れ

た
。
そ
し
て
十
悪
第
三
の
謀
叛
の
「
謀
背
国
従
偽
」
は
賊
盗
律
4
条

に
よ
り
絞
罪
に
処
せ
ら
れ
た
。
十
悪
第
四
の
悪
逆
と
さ
れ
る
「
殴
祖

父
母
父
母
」
の
罪
は
闘
訟
律
（8
条
に
よ
り
斬
罪
に
処
せ
ら
れ
、
十
悪

第
五
の
不
道
と
さ
れ
る
「
殴
兄
姉
」
の
罪
は
闘
訟
律
（7
条
に
よ
り
徒

一
年
半
が
相
当
と
さ
れ
た
。
ま
た
十
悪
第
六
の
大
不
敬
の
「
偽
造
神

璽
」
の
罪
は
詐
偽
律
（
条
に
よ
り
斬
罪
が
妥
当
と
さ
れ
、
同
じ
く

「
合
和
御
薬
、
誤
不
如
本
方
・
封
題
誤
」
の
罪
は
職
制
律
第
（（
条
に

よ
り
徒
三
年
の
処
罰
が
妥
当
と
さ
れ
た
。
ま
た
十
悪
第
七
の
不
孝
の

「
居
父
母
喪
、
身
自
嫁
娶
」
の
罪
は
戸
婚
律
第
30
条
に
よ
り
徒
二
年

の
処
罰
が
適
用
さ
れ
た
。
上
記
は
重
要
犯
罪
と
さ
れ
る
名
例
律
の
十

悪
劈
頭
の
ご
く
一
部
を
取
り
上
げ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で

も
賊
盗
律
、
闘
訟
律
、
詐
偽
律
、
職
制
律
、
戸
婚
律
等
六
つ
の
篇
目

と
各
篇
目
の
諸
条
文
を
用
い
な
け
れ
ば
、
裁
き
が
で
き
な
い
。
養
老

律
や
大
宝
律
が
藍
本
と
し
た
唐
永
徽
律
の
刑
量
は
大
宝
・
養
老
律
よ

り
は
重
刑
が
科
さ
れ
た
も
の
の（（
（

、
準
拠
と
す
る
所
は
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
律
の
諸
条
は
、
劈
頭
の
名
例
律
に
載
せ
る
通
則
的

技
術
的
諸
規
定
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
以
下
の
各

篇
目
に
記
さ
れ
た
処
罰
規
定
と
合
わ
せ
た
上
で
完
結
す
る
の
で
あ
る
。

　

ゆ
え
に
律
に
よ
る
裁
判
は
、
こ
れ
ら
条
文
相
互
に
複
雑
に
絡
み

合
っ
て
い
た
こ
と
を
、
総
合
的
に
理
解
し
、
時
の
社
会
的
道
徳
価
値

と
照
合
し
て
、
的
確
な
判
断
を
下
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。

　

隋
唐
律
は
、
理
解
困
難
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
天
武
・
持
統
期
と

そ
れ
以
前
に
お
い
て
、
長
年
研
鑽
を
積
ん
で
き
た
当
代
の
為
政
者
、

研
究
者
に
と
っ
て
は
、
あ
る
程
度
理
解
が
深
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
た
い
。

　

日
本
人
が
、
中
国
の
律
令
を
学
び
、
摂
取
し
て
、
当
時
の
我
が
国

に
お
け
る
中
央
集
権
国
家
体
制
を
構
築
す
る
上
で
、
最
も
有
効
で
あ
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る
と
目
覚
め
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
か
な

り
古
い
時
代
に
ま
で
遡
る
で
あ
ろ
う
（
例
え
ば
漢
～
晋
の
頃
に
で
き

た
律
令
（。
そ
し
て
我
が
国
の
政
治
制
度
の
成
熟
度
と
考
え
合
わ
せ

な
が
ら
、
こ
れ
を
実
行
に
移
そ
う
と
い
う
機
運
が
醸
成
し
始
め
た
の

は
、
推
古
朝
の
頃
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
遣
隋
使
に
よ
り
中
国
か
ら

の
文
物
の
大
量
輸
入
が
行
わ
れ
出
し
た
時
代
が
、
ま
ず
考
え
ら
れ
よ

う
。

　

ち
な
み
に
い
う
が
、
私
は
以
後
の
本
論
で
隋
唐
文
化
及
び
律
令
導

入
の
契
機
が
第
一
次
遣
唐
使
に
あ
っ
た
点
を
強
調
す
る
が
、
全
体
か

ら
見
れ
ば
そ
れ
は
第
二
波
で
あ
っ
て
、
第
一
波
は
推
古
朝
の
第
一
回

遣
隋
使
に
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
推
古
朝
頃
の
刑
罰

に
つ
い
て
、
隋
書
倭
国
伝
の
「
其
俗
殺
人
強
盗
及
姦
皆
死
、
盗
者
計

贓
酬
物
、
無
財
物
没
身
為
奴
、
自
余
軽
重
、
或
流
或
杖
、」
と
い
う

刑
罰
記
事
を
示
し
て
、
そ
の
時
代
の
倭
国
の
刑
罰
の
在
り
方
に
踏
み

込
ん
だ
の
は
井
上
光
貞
氏
で
あ
る
が
、
氏
は
大
化
以
前
に
死
刑
、
流

刑
、
杖
刑
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う（（
（

。
す
な
わ
ち
倭
国
で
は
、

（
イ
（
殺
人
・
強
盗
・
姦
な
ど
に
は
死
刑
、（
ロ
（
盗
に
は
贓
を
計
っ

て
物
を
酬
い
、
財
物
無
き
と
き
に
は
身
を
没
し
て
奴
と
な
す
、（
ハ
（

そ
の
他
の
罪
に
は
そ
の
軽
重
に
よ
っ
て
流
ま
た
は
杖
を
科
す
、
と
い

う
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
要
す
る
に
国
家
的
刑
罰
に
則
し
て
い
う
と
、

死
、
流
、
杖
の
三
刑
と
、
計
贓
酬
物
及
び
没
身
為
奴
の
二
系
統
に
区

分
さ
れ
る
、
と
論
じ
た
。
前
者
は
内
部
的
刑
罰
、
後
者
は
賠
償
制
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
井
上
氏
は
、
前
者
の
三
つ
と
、
中
国
律

の
五
刑
と
の
対
応
関
係
を
分
析
す
る
。
推
古
朝
頃
に
我
が
国
が
中
国

律
の
影
響
を
強
く
受
け
、
倭
国
伝
の
死
・
流
・
杖
な
る
刑
罰
は
、
隋

の
正
刑
を
受
け
継
い
だ
も
の
と
明
言
さ
れ
た
。

　

思
う
に
、
第
二
次
遣
隋
使
で
妹
子
が
隋
か
ら
の
書
を
失
す
る
罪
で

「
坐
流
刑
」
を
言
い
渡
さ
れ
、
後
に
赦
さ
れ
不
坐
と
な
る
（
推
古
紀

十
六
年
六
月
条
（。
五
刑
の
う
ち
流
刑
が
当
時
用
い
ら
れ
て
い
た
の

は
第
一
次
遣
隋
使
の
時
（
推
古
八
年
・
開
皇
二
十
年
、
六
〇
〇
年
（

に
す
で
に
日
本
に
移
植
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
（
推
古
紀
で

は
流
罪
で
は
な
く
隋
風
に
流
刑0

と
な
っ
て
い
る
（。
さ
ら
に
言
う
と
、

隋
の
書
を
失
う
罪
は
恐
ら
く
は
職
制
律
に
準
拠
し
て
裁
判
が
行
わ
れ

た
の
で
は
な
い
か
。
推
古
紀
九
年
九
月
戊
子
（
八
日
（
条
に
も
新
羅

の
間
諜
を
「
上
野
国
に
流
す
」
と
あ
る
。
裁
判
過
程
は
不
明
だ
が
、

流
刑
先
の
上
野
国
は
遠
流
の
地
で
あ
る
。
遠
流
と
い
う
流
刑
は
開
皇

律
で
は
流
三
千
里
と
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
が
、
こ
こ
は
我
が
国
の
流

儀
で
近
・
中
・
遠
に
区
分
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
開
皇
律

令
（
五
八
一
年
制
定
（
の
五
刑
条
を
聞
き
知
っ
て
こ
れ
を
受
け
入
れ

た
が
、
流
刑
の
三
流
は
日
本
式
に
改
変
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
も
か
く
も
開
皇
律
令
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
使
節
の
帰
国
後
、

冠
位
十
二
階
（
推
古
十
一
年
（
六
〇
三
（（、
と
そ
れ
に
続
く
十
七
条
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憲
法
（
推
古
十
二
年
（
六
〇
四
（（
の
制
定
な
ど
、
法
と
組
織
の
整

備
を
徐
々
に
進
め
た
事
に
表
れ
て
い
る
。
こ
れ
以
前
に
も
使
節
が
中

国
に
送
ら
れ
た
事
は
あ
っ
た
が
（
例
え
ば
倭
の
五
王
時
代
。
さ
ら
に

古
く
は
遣
魏
使
の
時
代
（、
そ
の
よ
う
な
法
令
が
形
と
な
っ
て
整
備

さ
れ
た
事
は
な
か
っ
た（3
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
朝
廷
の
熱
気
と
心
意
気
は
そ
の
後
、
蘇
我

氏
を
始
め
と
す
る
氏
族
制
度
の
壁
に
突
き
当
た
り
な
が
ら
も
推
古
二

十
四
年
（
六
一
六
（
の
遣
隋
使
に
至
る
。
そ
こ
で
彼
ら
が
見
た
の
は

煬
帝
の
大
業
律
令
に
基
づ
く
律
令
体
制
で
あ
っ
た
。
こ
の
大
業
律
令

は
開
皇
律
令
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

遣
隋
使
が
目
撃
し
た
法
と
政
治
制
度
、
そ
れ
に
使
節
に
随
行
し
長

く
当
地
に
滞
在
し
た
留
学
僧
・
留
学
生
ら
に
よ
り
摂
取
さ
れ
た
文
化

文
物
と
法
の
運
用
の
在
り
方
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
に
移
入
さ
れ
、
そ
の

後
の
我
が
国
法
制
の
発
展
に
役
立
て
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
の
が
、
推
古
二
十
四
年
の
遣

隋
使
に
随
行
し
た
薬
師
恵
日
等
が
、
推
古
三
十
一
年
（
六
二
三
（
に

帰
朝
し
た
時
、
中
国
は
法
の
整
備
が
行
き
届
き
目
覚
ま
し
い
発
展
を

遂
げ
て
い
る
、
常
に
か
よ
い
学
ぶ
べ
し
、
と
奏
上
の
内
容
が
書
紀
に

記
さ
れ
て
い
る
。
恵
日
等
が
隋
と
そ
れ
に
続
く
唐
で
体
験
し
た
の
は
、

皇
帝
が
即
位
す
る
ご
と
に
制
定
さ
れ
る
律
令
法
で
あ
っ
た
。
隋
は
六

一
八
年
に
滅
び
、
唐
の
初
代
皇
帝
の
即
位
は
六
二
〇
年
、
彼
が
武
徳

律
令
を
制
定
し
た
の
は
六
二
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
最
近
の
中
村
裕

一
氏
の
研
究
で
は
、
武
徳
令
は
大
業
令
を
模
範
と
し
た
と
論
じ
て
い

る
（
4
（

。

　

こ
の
時
が
、
第
二
波
と
し
て
押
し
寄
せ
た
法
制
的
な
画
期
と
見
な

さ
れ
る
。
当
時
の
日
本
で
は
、
天
皇
を
頂
点
に
い
た
だ
い
た
国
家
体

制
の
整
備
が
急
務
と
さ
れ
て
い
た
。
恵
日
等
の
い
う
中
国
の
律
令
体

制
は
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
合
致
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

恵
日
等
が
見
て
き
た
中
国
の
律
令
体
制
は
、
律
令
と
い
う
法
が
緻

密
に
で
き
て
お
り
、
皇
帝
が
国
の
い
た
だ
き
に
君
臨
し
て
国
家
が
集

権
化
さ
れ
た
統
治
を
強
力
か
つ
厳
格
に
行
う
も
の
で
あ
っ
た
。
日
本

も
、
す
ぐ
に
は
難
し
い
け
れ
ど
も
、
そ
う
し
た
中
央
集
権
的
国
家
の

体
制
を
希
求
し
て
い
た
。

　

で
は
こ
の
時
、
遣
隋
使
た
ち
が
見
聞
し
て
き
た
律
と
令
は
、
具
体

的
に
は
果
た
し
て
大
業
律
令
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
し
て
、
こ
う
し
た
我
が
国
に
と
っ
て
有
用
な
中
国
の
律
と
令
を

い
か
な
る
手
段
、
方
法
に
よ
り
導
入
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
つ
の
着
眼
点
は
、
奏
上
し
た
代
表
の
恵
日
の
そ
の
後
に
お
け
る

動
向
で
あ
る
。

　

恵
日
は
律
令
法
の
摂
取
に
ひ
と
か
た
な
ら
ぬ
熱
意
を
抱
い
て
お
り
、

朝
廷
も
そ
れ
を
く
み
取
っ
て
い
た
か
ら
、
朝
廷
は
恵
日
に
特
別
な
任
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務
を
与
え
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
唐
へ
の
渡
航
は
、
律
令
法
が
入

手
で
き
る
か
否
か
、
そ
れ
に
関
す
る
唐
王
朝
へ
の
打
診
、
許
さ
れ
る

も
の
な
ら
ば
律
令
法
典
を
一
度
に
持
ち
帰
る
、
そ
う
し
た
こ
と
を
志

し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ
が
現
行
法
の
持
ち
帰
り
は
禁
じ
ら
れ
て
い

た
筈
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
す
で
に
滅
び
た
前
王
朝
の
、
隋
の
律
令
な
ら
ば
旧
法

で
あ
る
ゆ
え
、
こ
れ
を
書
写
す
る
か
そ
の
写
本
を
持
ち
帰
る
こ
と
は

可
能
で
あ
っ
た
と
推
察
す
る
。

　

当
時
の
日
本
に
は
、
皇
帝
を
国
家
の
頂
点
に
お
く
支
配
組
織
が
き

め
細
か
く
定
め
ら
れ
た
律
令
法
が
手
本
と
さ
れ
、
そ
れ
を
熱
心
に
輸

入
せ
ん
と
す
る
気
風
が
あ
ふ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
い
ま
だ
我
が
国

独
自
の
法
典
の
編
纂
に
は
程
遠
い
ゆ
え
に
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
支

配
の
法
式
、
す
な
わ
ち
中
国
律
令
を
範
典
と
し
、
学
び
な
が
ら
そ
れ

を
代
用
し
て
、
律
令
法
を
執
行
す
る
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
こ
と

は
言
う
ほ
ど
に
簡
単
で
は
な
い
が
、
理
解
で
き
る
範
囲
か
ら
逐
次
準

用
し
て
い
く
、
大
胆
な
仕
法
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
全
く
の
私
の
想
像
な
の
だ
が
、
前
述
し
た
推
古
朝
に
お
け

る
遣
隋
使
随
行
の
留
学
生
恵
日
等
の
言
上
に
端
を
発
し
た
、
そ
の
後

の
幾
重
も
の
遣
唐
使
の
渡
航
は
、
唐
の
文
化
・
文
物
の
輸
入
の
思
い

の
発
現
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

初
期
の
遣
唐
使
の
年
表
を
か
い
ま
見
る
と
、
第
一
次
か
ら
第
四
次

遣
唐
使
の
年
度
、
使
節
の
人
名
を
略
記
す
れ
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
舒
明
二
年
（
六
三
〇
（、
帰
国
（
六
三
二
（。
犬
上
御
田
鋤
（
大

使
（
薬
師
恵
日
（
副
使
（。
帰
国
の
際
唐
の
送
使
高
表
仁
が
来

日
。
犬
上
御
田
鋤
は
遣
隋
使
の
経
歴
あ
り
。

②
白
雉
四
年
（
六
五
三
（、
帰
国
（
六
五
四
（。
吉
士
長
丹
（
第
一

船
大
使
（
吉
士
駒
（
副
使
（。
皇
帝
に
拝
謁
。
道
観
（
帰
国
後

還
俗
し
粟
田
真
人
（
大
宝
律
令
編
纂
に
参
画
。
第
二
船
大
使
・

副
使
往
途
遭
難
死
亡
。

③
白
雉
五
年
（
六
五
四
（、
帰
国
（
六
五
五
（。
高
向
玄
理
（
押

使
（
河
辺
麻
呂
（
大
使
（
薬
師
恵
日
（
副
使
（。
高
向
玄
理
は

六
〇
八
年
の
遣
隋
使
で
留
学
、
当
地
で
病
没
。

④
斉
明
五
年
（
六
五
九
（、
帰
国
（
六
六
一
（。
坂
合
部
磐
鍬
（
大

使
（
津
守
吉
祥
（
副
使
（。
随
員
伊
吉
博
徳
大
宝
律
令
編
纂
参

画
。

　

以
上
の
よ
う
に
推
古
三
十
一
年
以
後
、
恵
日
は
遣
唐
副
使
と
し
て

第
一
次
・
第
三
次
の
二
度
に
わ
た
り
唐
に
渡
航
し
、
朝
廷
に
赴
い
て

い
る
。
第
一
次
で
副
使
恵
日
の
冠
位
は
大
使
と
同
等
の
大
仁
を
授
け

ら
れ
卑
姓
の
彼
に
と
っ
て
は
破
格
の
優
遇
で
あ
っ
た（5
（

。
恵
日
が
中
国

律
令
を
入
手
し
た
の
は
、
果
た
し
て
舒
明
天
皇
二
（
六
三
〇
（
年
二
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月
の
第
一
次
遣
唐
使
節
団
副
使
と
し
て
渡
航
し
た
時
代
の
こ
と
か
、

あ
る
い
は
白
雉
五
（
六
五
四
（
年
二
月
に
、
特
に
押
使
と
し
て
高
向

玄
理
が
出
向
い
た
第
三
次
遣
唐
使
の
副
使
と
し
て
加
わ
っ
た
時
代
の

こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。
両
度
に
お
い
て
恵
日
が
副
使
に
抜
擢
さ
れ
て

い
る
理
由
は
、
前
記
し
た
推
古
朝
で
の
熱
意
あ
る
奏
上
に
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
繰
り
返
す
が
、
彼
は
推
古
三
十
一
年
（
六
二
三
（
七

月
中
国
は
法
式
が
備
わ
っ
た
珍
の
国
で
あ
る
か
ら
常
に
通
う
べ
し
、

と
奏
上
し
、
あ
た
か
も
奏
上
し
た
ご
と
く
に
命
懸
け
の
渡
航
を
繰
り

返
し
て
い
る
。
彼
の
言
上
は
朝
廷
を
動
か
し
、
そ
の
考
え
方
は
推
古

朝
か
ら
舒
明
朝
に
移
っ
て
も
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

中
国
王
朝
も
時
代
は
隋
か
ら
唐
に
移
っ
て
い
る
。
私
は
こ
の
二
度

の
遣
唐
副
使
に
朝
廷
が
薬
師
恵
日
を
抜
擢
し
渡
航
せ
し
め
た
時
こ
そ
、

中
国
律
令
は
我
が
国
に
将
来
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
見
て
い
る
。

前
の
拙
論
「
飛
鳥
浄
御
原
律
の
復
元
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
、
遣
唐

使
は
現
行
法
で
あ
る
唐
律
令
は
見
る
こ
と
も
持
ち
帰
る
こ
と
も
不
可

能
で
は
あ
っ
た
が
、
滅
び
去
っ
た
隋
の
律
令
は
持
ち
帰
る
こ
と
が
で

き
た
と
思
う
、
と
述
べ
た（6
（

。
た
だ
し
、
そ
の
時
期
は
恵
日
が
遣
唐
副

使
に
任
じ
ら
れ
た
第
一
次
の
時
か
、
そ
れ
と
も
第
三
次
の
時
で
あ
っ

た
か
、
と
い
う
命
題
に
お
い
て
私
は
律
令
が
も
た
ら
さ
れ
た
可
能
性

は
第
三
次
の
時
の
ほ
う
が
高
か
っ
た
と
述
べ
た（7
（

。
今
改
め
て
可
能
性

と
い
う
観
点
か
ら
想
像
す
る
と
、
そ
れ
は
未
だ
推
測
の
域
に
止
ま
っ

て
い
る
が
、
第
二
次
遣
唐
使
・
白
雉
四
年
（
六
五
三
（
や
第
三
次
遣

唐
使
・
白
雉
五
年
（
六
五
四
（
で
は
、
大
化
元
年
（
六
四
五
（
の
元

号
の
始
用
や
孝
徳
帝
の
中
国
風
即
位
式
と
は
矛
盾
を
き
た
す
。
前
章

ま
で
の
私
論
の
想
定
で
は
、
そ
れ
ら
に
間
に
合
わ
す
こ
と
が
で
き
る

の
は
、
唯
一
、
舒
明
二
年
（
六
三
〇
（
出
発
で
翌
々
年
（
六
三
二
（

帰
国
の
第
一
次
遣
唐
使
だ
け
で
あ
る
。

　

な
お
遣
唐
使
の
第
二
次
と
第
四
次
に
は
、
の
ち
に
大
宝
律
令
の
編

纂
に
加
わ
る
粟
田
真
人
や
伊
吉
博
徳
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
先
の
結

論
を
優
先
す
る
な
ら
ば
第
二
次
・
第
四
次
の
遣
唐
使
で
は
、
律
令
関

係
注
釈
書
の
購
入
始
め
多
く
の
書
籍
の
買
い
入
れ
と
か
律
令
条
文
の

中
身
に
関
す
る
不
明
確
な
点
の
質
疑
を
、
唐
の
法
律
家
に
問
い
た
だ

す
役
割
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
第
三
次
遣
唐
使
で
は
、
よ
り
多
く
の
留
学
生
が
同
船
し
て
、

渡
海
後
に
多
数
の
文
物
を
買
い
あ
さ
る
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

法
律
関
係
資
料
の
収
集
に
も
力
が
注
が
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
隋
の

律
令
と
注
解
書
、
及
び
現
行
法
た
る
唐
の
法
解
釈
書
の
探
索
と
収
集

が
、
こ
の
使
節
団
に
よ
り
精
力
的
に
実
行
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。

　

繰
り
返
す
が
、
大
化
元
年
（
六
四
五
（
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に

隋
律
令
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
い
う
事
は
、
そ
の
将
来
が
六
四
五
年

以
前
と
見
る
ほ
か
な
く
、
し
か
も
大
化
元
年
の
儀
式
執
行
に
、
時
間

的
に
余
裕
を
持
っ
て
臨
み
得
る
点
を
算
段
す
る
と
、
隋
の
律
令
が
我
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が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
時
期
は
舒
明
二
年
（
六
三
〇
（
の
遣
唐
使
と

い
う
こ
と
に
落
着
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
今
後
は
こ
の
説
を
用
い
て
、

か
つ
よ
り
い
っ
そ
う
確
か
め
な
が
ら
、
論
を
進
め
た
い
と
思
う
。

　
『
日
本
国
見
在
書
目
録（8
（

』
に
は
「
大
業
令
三
十
巻
」
と
記
さ
れ
、

お
そ
ら
く
は
大
業
律
と
と
も
に
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
形
跡
が
残

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
中
村
裕
一
氏
は
、
唐
律
令
に
は
大
業
律
令
の

影
響
が
大
き
い
と
述
べ
て
い
る
点
も
傍
証
と
な
ろ
う（9
（

。

　

そ
れ
ゆ
え
、
実
際
は
隋
の
大
業
律
代
用
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ

れ
が
実
施
さ
れ
た
時
期
は
、
い
つ
か
ら
い
つ
ま
で
で
あ
ろ
う
か
。
い

つ
ま
で
、
と
い
う
問
い
に
は
、
持
統
三
年
頃
の
飛
鳥
浄
御
原
律
令
の

施
行
開
始
ま
で
と
設
定
す
る
が
、
い
つ
か
ら
と
い
う
問
い
に
つ
い
て

は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。

　

恵
日
ら
が
、
お
そ
ら
く
舒
明
四
年
（
六
三
二
（
に
大
業
律
令
を
持

ち
帰
り
、
以
後
法
と
し
て
こ
れ
の
運
用
に
朝
廷
が
取
り
組
ん
だ
。
そ

の
間
蘇
我
氏
ら
の
抵
抗
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
浄
御
原
律
以
前

は
大
業
律
代
用
と
し
て
律
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
進
め
た
い

と
思
う
。

　

中
国
律
の
あ
る
部
分
が
日
本
の
刑
律
と
し
て
は
適
用
が
難
し
い
と

考
え
ら
れ
る
箇
所
は
日
本
の
風
土
・
土
壌
に
合
う
よ
う
に
改
変
さ
れ

た
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
隋
律
の
五
刑
制
度
で
は
、
死
刑
か
ら
笞

刑
ま
で
の
呼
称
は
「
刑
」
を
付
す
が
、
大
化
改
新
以
降
の
書
紀
の
記

述
で
は
、
ほ
と
ん
ど
が
五
刑
で
は
な
く
「
五
罪
」
の
字
に
変
換
し
て

い
る
。

　

い
う
ま
で
も
な
い
事
だ
が
「
刑
」
は
罰
を
与
え
る
事
で
あ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
「
罪
」
は
、
社
会
の
規
範
や
道
徳
に
反
す
る
不
法
行
為

を
い
う
。
単
な
る
字
句
を
転
換
し
た
の
で
は
な
く
、
大
化
前
代
以
来

の
日
本
人
的
思
考
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
流
罪
も
隋
律
の
よ
う
に
都
か
ら
二
千
里
等
と
い
う
里
数
を
使

わ
ず
、
都
か
ら
遠
・
中
・
近
の
表
示
方
法
に
書
き
換
え
て
い
た
。
そ

う
し
な
け
れ
ば
小
国
で
島
国
の
日
本
で
は
適
用
が
困
難
で
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る

　

こ
う
し
て
大
業
律
代
用
と
い
う
形
で
大
化
か
ら
施
行
、
運
用
が
始

め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

�

（
（
（　

利
光
三
津
夫
「
大
宝
律
考
」『
律
の
研
究
』
明
治
書
院
・
一
九

六
一
年
。

（
（
（　

井
上
光
貞
『
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
』
岩
波
書
店
・
一
九
八

二
年
。
初
出
は
季
刊
『
日
本
思
想
史
』
（
・
一
九
七
六
年
。
な
お
榎

本
純
一
氏
は
こ
の
考
え
方
に
は
否
定
的
で
あ
る
（
前
掲
「『
東
ア
ジ

ア
世
界
』
に
お
け
る
日
本
律
令
制
」
な
ど
（。

（
3
（　

魏
志
倭
人
伝
に
見
え
る
「
目
上
と
逢
え
ば
草
む
ら
に
入
り
礼

す
」
の
例
は
中
国
律
の
影
響
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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（
4
（　

中
村
裕
一
『
唐
令
の
基
礎
的
研
究
』
汲
古
書
院
・
二
〇
一
二
年
。

（
5
（　

恵
日
の
帯
し
た
冠
位
に
つ
い
て
は
第
一
次
遣
唐
使
以
降
、
新
制

へ
の
改
訂
に
際
し
て
大
仁
か
ら
降
位
し
た
と
い
う
点
で
論
争
が
あ
る
。

詳
し
く
は
虎
尾
達
哉
『
日
本
古
代
の
参
議
制
』
吉
川
弘
文
館
・
一
九

九
八
年
。

（
6
（（
7
（　

本
論
二
注（
6
（に
同
じ
。

（
8
（　

藤
原
佐
世
著
。
寛
平
三
（
八
九
一
（
年
ご
ろ
、
宇
多
天
皇
の
命

に
よ
る
著
作
。

（
9
（　

中
村
・
前
掲
『
唐
令
の
基
礎
的
研
究
』。

五　

大
化
元
年
か
ら
持
統
三
年
ま
で
の
隋
律
代
用
の

事
例

イ
　

大
化
元
年
か
ら
持
統
三
年
六
月
庚
戌
（
二
十
九
日
（
ま
で
の
飛
鳥

浄
御
原
律
令
が
施
行
さ
れ
た
と
思
し
き
間
は
、
お
そ
ら
く
大
業
律
令

が
準
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（（
（

。
だ
が
こ
こ
で
問
題
と
す
る
大
業
律

の
内
容
（
条
文
（
を
知
る
術
が
な
い
。
そ
こ
で
便
宜
上
の
策
で
あ
る

が
、
大
業
律
と
は
篇
目
は
異
な
る
が
、
条
文
の
内
容
は
あ
ま
り
異
な

ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
唐
の
永
徽
律
の
篇
目
・
条
文
を
仮
に
取
り

上
げ
て
、
以
後
の
論
述
に
用
い
て
お
き
た
い
。
読
者
は
こ
れ
を
諒
と

さ
れ
た
い
。
ち
な
み
に
Ａ
大
業
律
と
Ｂ
永
徽
律
（
開
皇
律
と
同
じ
（

の
篇
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ａ　

一
名
例
、
二
衛
、
三
違
制
、
四
請
求
、
五
戸
、
六
婚
、
七

擅
興
、
八
告
劾
、
九
賊
、
十
盗
、
十
一
闘
、
十
二
捕
亡
、

十
三
倉
庫
、
十
四
廏
牧
、
十
五
関
市
、
十
六
雑
、
十
七
詐
偽
、

十
八
断
獄

Ｂ　

一
名
例
、
二
衛
禁
、
三
職
制
、
四
戸
婚
、
五
廏
庫
、
六
擅

興
、
七
賊
盗
、
八
闘
訟
、
九
詐
偽
、
十
雑
、
十
一
捕
亡
、
十
二

断
獄

　

な
お
、
大
化
改
新
の
存
在
を
肯
定
す
る
か
否
定
す
る
か
に
つ
い
て

は
、
現
在
も
学
界
で
論
議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
論
点
を
見
る
と
、

多
く
は
改
新
期
の
詔
が
後
世
の
大
宝
令
か
ら
の
引
き
写
し
で
は
な
い

か
と
の
疑
念
か
ら
発
し
て
い
る（（
（

。

　

こ
れ
ま
で
、
改
新
詔
と
大
宝
令
条
文
と
の
関
係
に
つ
い
て
議
論
が

集
中
さ
れ
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
改
新
と
律
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど

議
論
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
注
意
を
喚
起
し

て
お
き
た
い
。

�
（
（
（　

井
上
光
貞
氏
は
隋
律
代
用
は
言
わ
ず
、
唐
律
代
用
を
一
貫
し
て

述
べ
て
い
る
（
井
上
前
掲
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」
前



飛鳥浄御原律施行前の隋律代用について

7（

掲
書
六
四
頁
な
ど
（。

（
（
（　

河
野
通
明
『
大
化
の
改
新
は
身
近
に
あ
っ
た
』
和
泉
書
院
・
二

〇
一
五
年
、
北
康
宏
「
改
新
詔
文
飾
論
と
改
新
否
定
論
の
課
題
」

『
日
本
史
研
究
』
日
本
史
研
究
会
・
二
〇
一
七
年
、
吉
村
武
彦
『
大

化
改
新
を
考
え
る
』
岩
波
書
店
・
二
〇
一
八
年
、
木
下
正
史
『
藤
原

京　

よ
み
が
え
る
日
本
最
初
の
都
城
』
中
央
公
論
新
社
・
二
〇
〇
三

年
、
関
晃
『
著
作
集
』
大
化
改
新
の
研
究
上
下
・
吉
川
弘
文
館
・
一

九
九
六
年
、
な
ど
参
照
。

ロ
　

大
化
元
年
か
ら
以
後
、
持
統
三
年
ま
で
の
間
、
隋
大
業
律
に
擬
さ

れ
る
五
刑
以
下
諸
律
条
文
に
関
す
る
記
事
は
、
以
下
の
諸
例
を
示
す

こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
五
刑
及
び
流
刑
先
の
条
文
は
前
述
し
た
と

お
り
、
日
本
風
に
改
め
ら
れ
て
い
た
。

名
例
律
1
笞
罪
条

　
（
ａ
（
大
化
元
年
八
月
五
日
条
に
「
笞
罪
杖
罪
」
と
見
え
る
。

　
（
ｂ
（
大
化
二
年
三
月
辛
巳
（
十
九
日
（
条
に
「
決
其
笞
杖
」
と

見
え
る
。

　

ゆ
え
に
大
化
元
年
と
二
年
に
大
業
律
代
用
の
笞
罪
条
が
用
い
ら
れ

た
事
が
知
ら
れ
る
。

　
（
ｃ
（
天
武
紀
五
年
八
月
条
に
「
徒
罪
以
下
已
発
覚
・
未
発
覚
」

と
あ
る
が
、「
徒
罪
以
下
」
は
笞
罪
を
含
む
。

　
（
ｄ
（
天
武
紀
七
年
九
月
条
に
「
徒
罪
以
下
悉
に
赦
す
」
と
あ
る

が
、「
徒
罪
以
下
」
は
笞
罪
を
含
む
。

名
例
律
2
杖
罪
条

　
（
ａ
（
大
化
元
年
八
月
五
日
条
に
「
笞
罪
杖
罪
」
と
あ
り
、
杖
罪

が
見
え
る
。

　
（
ｂ
（
大
化
二
年
三
月
辛
巳
（
十
九
日
（
条
に
「
決
其
笞
杖
」
と

あ
り
、
杖
罪
が
見
え
る
。

　
（
ｃ
（
天
武
紀
五
年
八
月
条
に
「
徒
罪
以
下
已
発
覚
・
未
発
覚
」

と
あ
る
が
、「
徒
罪
以
下
」
は
杖
罪
を
含
む
。

　
（
ｄ
（
天
武
紀
七
年
九
月
条
に
「
徒
罪
以
下
悉
に
赦
す
」
と
あ
る

が
、「
徒
罪
以
下
」
は
杖
罪
を
含
む
。

　
（
ｅ
（
天
武
紀
十
一
年
年
十
一
月
十
六
日
条
に
「
当
杖
色
、
乃
杖

一
百
以
下
、
節
級
決
之
、
杖
罪
は
上
申
せ
ず
当
所
で
決
す
」
と
見
え

る
。

　

ゆ
え
に
天
武
期
に
大
業
律
を
代
用
し
た
杖
罪
条
が
存
し
、
少
な
く

と
も
「
一
百
」
と
そ
れ
以
下
（
杖
九
十
～
（
の
条
文
が
存
在
し
た
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
。
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名
例
律
3
徒
罪
条

　
（
ａ
（
天
武
紀
五
年
八
月
条
に
「
徒
罪（（
（

以
下
已
発
覚
・
未
発
覚
」

と
あ
る
。

　
（
ｂ
（
天
武
紀
七
年
九
月
条
に
「
徒
罪
以
下
悉
に
赦
す
」
と
あ
る
。

ゆ
え
に
天
武
期
に
大
業
律
代
用
の
徒
罪
条
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

（
（
（　

徒
罪
の
語
が
天
武
五
年
八
月
に
初
め
て
出
て
く
る
こ
と
に
関
し

て
は
、
井
上
・
前
掲
「
隋
書
倭
国
伝
と
古
代
刑
罰
」
を
参
照
さ
れ
た

い
。

名
例
律
4
流
罪
条

　
（
ａ
（
大
化
二
年
三
月
辛
巳
（
十
九
日
（
条
に
「
諸
国
流
人
及
獄

中
囚
、
一
皆
放
捨
」
と
あ
る
。

　
（
ｂ
（
大
化
五
年
三
月
庚
午
（
二
十
六
日
（
条
。
蘇
我
倉
山
田
大

臣
反
（
謀
反
の
実
行
（
事
件
で
「
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
者
十
五
人
」

と
あ
る
。

　
（
ｃ
（
斉
明
紀
四
年
十
一
月
庚
寅
（
五
日
（
条
。
有
間
皇
子
謀
反

事
件
で
大
石
守
君
と
坂
合
部
薬
は
そ
れ
ぞ
れ
上
毛
野
国
と
尾
張
国
に

流
罪
、
と
あ
る
。

　
（
ｄ
（
天
武
紀
元
年
八
月
甲
申
（
二
十
五
（
条
に
「
左
大
臣
蘇
我

臣
赤
兄
・
大
納
言
巨
勢
臣
比
等
及
子
孫
、
并
中
臣
金
之
子
、
蘇
我
臣

果
安
之
子
、
悉
配
流
」
し
た
こ
と
が
見
え
る
。
し
た
が
っ
て
大
業
律

代
用
の
流
罪
条
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
（
ｅ
（
天
武
紀
四
年
四
月
十
八
日
条
に
「
麻
続
王
（
三
位
（
有
罪

因
幡
流
、
一
子
伊
豆
嶋
流
、
一
子
血
鹿
嶋
流
」
と
あ
る
。

　
（
ｆ
（
天
武
紀
五
年
八
月
十
七
日
条
に
「
死
刑
・
没
官
・
三
流
並

降
一
等
」
と
あ
り
三
流
が
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
流
罪
条
に
「
流

罪
三
。
近
流
。
中
流
。
遠
流
。」
と
い
う
条
文
が
あ
っ
た
と
推
定
さ

れ
る
。
恐
ら
く
大
業
律
に
「
流
刑
三
。
一
千
里
。
一
千
五
百
里
。
二

千
里
。」
と
あ
っ
た
の
を
我
が
国
流
に
変
更
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
ｇ
（
天
武
紀
五
年
九
月
十
二
条
に
「
屋
垣
王
（
筑
紫
大
宰
三
位
（

土
佐
国
」
と
見
え
る
。

　
（
ｈ
（
天
武
紀
六
年
四
月
壬
寅
（
十
一
日
（
条
に
「
杙
田
史
名
倉
、

乗
輿
を
指
斥
り
ま
つ
れ
り
と
い
ふ
に
坐
り
て
、
伊
豆
嶋
に
流
す
。」

と
あ
る
。

　
（
ｉ
（
朱
鳥
元
年
九
月
丙
午
（
九
日
（
条
に
大
津
皇
子
の
謀
反
事

件
発
覚
。
礪
杵
道
作
は
伊
豆
へ
流
罪
（
朱
鳥
元
年
十
月
二
十
九
日
執

行
（

　

上
掲
（
ｃ
（（
ｅ
（（
ｇ
（（
ｈ
（（
ｉ
（
に
よ
り
流
刑
先
の
名
称

（
上
毛
野
国
、
尾
張
国
、
因
幡
国
、
伊
豆
嶋
、
血
鹿
嶋
、
土
佐
国
（

が
判
明
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
内
、
後
の
律
令
制
下
で
の
流
刑
先
と
一
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致
す
る
の
は
伊
豆
と
土
佐
だ
け
で
、
い
ず
れ
も
遠
流
の
地
で
あ
る
。

そ
の
他
血
鹿
嶋
が
島
で
こ
れ
以
外
は
島
で
は
な
く
遠
隔
地
で
あ
る
。

流
刑
が
島
流
し
で
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
に
は
該
当
し
な
い
。
そ
れ

と
、
尾
張
国
は
中
流
該
当
国
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
、
そ
れ
故
流

刑
に
遠
・
中
・
近
の
区
別
が
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
事
が
知
ら
れ
る（（
（

。

こ
れ
ら
遠
・
中
・
近
は
日
本
式
で
あ
っ
て
、
隋
で
は
、
遠
流
に
当
た

る
も
の
は
二
千
里
、
中
流
は
千
五
百
里
、
近
流
は
千
里
、
唐
で
は
三

千
里
・
二
千
五
百
里
・
二
千
里
の
三
段
階
に
整
理
さ
れ
て
い
た
（
一

里
は
五
六
〇
ｍ
（。
日
本
式
の
遠
・
中
・
近
で
区
別
し
て
い
た
点
は

浄
御
原
律
以
降
大
宝
・
養
老
律
で
も
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
隋
律
令

を
輸
入
し
た
時
点
で
、
適
宜
我
が
国
の
地
理
的
な
条
件
に
合
致
す
る

よ
う
に
、
内
容
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
隋
律
令
代

用
で
は
あ
っ
た
が
、
変
更
す
べ
き
点
は
改
変
を
施
し
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
こ
う
し
た
改
変
は
大
化
以
降
、
大
宝
・
養
老
律
令
ま
で
一

貫
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
流
刑
先
が
一
定
し
て
い
た
か
は
こ
れ

か
ら
の
検
討
課
題
で
あ
る
。
大
業
律
代
用
の
本
条
は
「
流
罪
三
。
近

流
。
中
流
。
遠
流
。」
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
（
（　

な
お
、
流
罪
の
継
受
法
と
固
有
法
の
考
察
に
つ
い
て
は
、
利
光

「
流
罪
考
」『
律
令
制
の
研
究
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
・
一
九
八
一

年
、
所
収
を
参
照
さ
れ
た
い
。

名
例
律
5
死
罪
条

　
（
ａ
（
大
化
元
年
九
月
戊
辰
（
三
日
（
条
。
古
人
皇
子
の
謀
反
事

件
で
、
首
謀
の
皇
子
は
斬
罪
。
ま
た
或
本
に
は
そ
の
子
も
斬
罪
と
あ

る
。
当
該
裁
判
経
過
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
（
ｂ
（
大
化
五
年
三
月
庚
午
（
二
十
六
日
（
条
。
蘇
我
倉
山
田
大

臣
反
（
謀
反
の
実
行
（
事
件
で
大
臣
は
斬
罪
、
連
坐
し
た
者
十
四
人

が
斬
罪
、
九
人
が
絞
罪
と
あ
る（（
（

。
こ
れ
に
よ
っ
て
代
用
さ
れ
た
大
業

律
の
死
罪
条
に
「
死
罪
二　

絞
斬
」
と
い
う
条
文
が
存
在
し
た
と
推

定
さ
れ
る
。

　
（
ｃ
（
斉
明
紀
四
年
十
一
月
庚
寅
（
五
日
（
条
。
有
間
皇
子
謀
反

事
件
で
絞
罪
（
斬
罪
で
な
い
の
は
皇
子
が
未
成
年
（
十
九
歳
（
で

あ
っ
た
た
め
（、
従
犯
の
塩
屋
連
鯯
魚
と
新
田
部
連
米
麻
呂
は
十
一

月
十
一
日
に
斬
罪
。

　
（
ｄ
（
天
武
紀
元
年
八
月
甲
申
（
二
十
五
日
（
条
。「
重
罪
八
人
坐

極
刑
。
仍
斬
右
大
臣
中
臣
連
金
」
と
あ
る
。

　
（
ｅ
（
天
武
紀
五
年
八
月
壬
子
（
十
七
日
（
条
に
「
死
刑
・
没

官
・
三
流
並
降
一
等
徒
罪
以
下
已
発
覚
未
発
覚
悉
赦
唯
既
配
流
不
在

赦
例
」（
死
刑
・
没
官
・
三
流
は
並
に
一
等
降
せ
。
徒
罪
よ
り
以
下

は
已
発
覚
、
未
発
覚
、
悉
に
赦
せ
。
唯
し
既
に
配
流
さ
れ
た
る
の
み

は
、
赦
す
例
に
在
ら
ず
（
と
あ
る
。

　
（
ｆ
（
天
武
紀
八
年
十
二
月
丁
未
朔
戊
申
（
二
日
（
条
に
「
大
辟
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罪
よ
り
以
下
悉
赦
す
」
と
あ
る
。
大
辟
罪
は
死
罪
の
意
。

　
（
ｇ
（
天
武
紀
十
一
年
八
月
己
丑
（
二
十
八
日
（
条
に
「
大
辟
罪

よ
り
以
下
男
女
合
せ
て
一
九
八
人
皆
赦
す
」
と
あ
る
。

　
（
ｈ
（
天
武
紀
十
二
年
正
月
丙
午
（
十
八
日
（
条
に
「
大
辟
罪
よ

り
以
下
皆
赦
す
」
と
あ
る
。

　
（
ｉ
（
天
武
紀
十
三
年
十
二
月
庚
寅
（
十
三
日
（、「
死
刑
を
除
き

て
以
下
の
罪
人
を
、
皆
咸
に
赦
す
。」
と
あ
る
。

　
（
ｊ
（
朱
鳥
元
年
九
月
丙
午
（
九
日
（、
天
武
天
皇
崩
御
後
の
辛
酉

（
二
十
四
日
（、
南
庭
で
の
殯
時
に
、
大
津
皇
子
の
皇
太
子
へ
の
謀
反

が
発
覚
。
十
月
戊
辰
朔
己
巳
（
二
日
（
大
津
を
逮
捕
、
従
犯
の
直
廣

肄
八
口
朝
臣
音
橿
ら
五
名
と
外
帳
内
礪
杵
道
作
等
三
十
余
人
も
逮
捕

し
た
が
、
大
津
に
自
害
を
許
し
た
だ
け
で
死
刑
人
は
出
な
か
っ
た
。

　

以
上
、
大
化
以
降
持
統
三
年
迄
の
間
に
五
罪
が
存
在
し
た
事
が
裏

付
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
式
の
五
刑
の
刑

と
い
う
語
で
は
無
く
、
五
罪
の
罪
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。（

（
（　

小
島
憲
之
・
直
木
孝
二
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守

校
注
・
訳
『
日
本
書
紀
③
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
4
・
小
学

館
・
一
九
九
八
年
、
は
こ
の
箇
所
の
頭
注
に
お
い
て
、「
死
刑
に

「
斬
」
と
「
絞
」
の
区
別
が
あ
っ
た
か
。」
と
し
随
書
倭
国
伝
で
は
斬

と
絞
を
区
別
せ
ず
、「
皆
死
」
と
あ
る
例
を
掲
示
し
て
い
る
（
一
七

七
頁
（。

八
悪
第
一
、
謀
反

　

隋
朝
の
第
二
代
皇
帝
煬
帝
（
西
暦
五
六
九
―
六
一
八
（
は
、
開
皇

律
に
存
在
し
た
十
悪
か
ら
二
悪
を
除
い
た
と
さ
れ
る
ゆ
え
、
本
論
で

は
八
悪
と
い
う
用
語
を
使
う
事
に
し
た
い
。
曽
我
部
静
雄
氏
は
八
虐

だ
っ
た
と
い
う
が
、
八
虐
は
大
宝
律
に
使
わ
れ
た
用
語
だ
が
、
煬
帝

が
こ
の
語
を
用
い
た
形
跡
は
な
く
、
我
が
大
宝
律
の
八
虐
が
仮
に
大

業
律
の
八
虐
を
手
本
に
し
た
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
事
蹟
が
日
本
書
紀

や
我
が
律
令
の
い
ず
こ
か
に
書
き
残
さ
れ
て
い
て
も
よ
い
筈
だ
が
、

そ
う
し
た
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
便
宜
八
悪
と
し
て
お

き
た
い
。

　
（
ａ
（
書
紀
、
大
化
元
年
九
月
戊
辰
（
三
日
（
の
古
人
皇
子
の
謀

反
事
件
で
、
首
謀
の
皇
子
と
そ
の
子
は
斬
罪
、
妃
・
妾
は
自
経
。
こ

れ
に
加
わ
っ
た
蘇
我
田
口
臣
川
堀
・
物
部
朴
井
連
椎
子
・
吉
備
笠
臣

垂
・
倭
漢
文
直
麻
呂
・
朴
市
秦
造
田
来
津
ら
の
う
ち
蘇
我
田
口
臣
は

恐
ら
く
斬
罪
、
他
は
免
罪
、
そ
し
て
吉
備
笠
臣
垂
は
十
二
日
に
自
首

し
て
古
人
皇
子
の
反
（
謀
反
の
実
行
（
を
告
発
し
た
功
に
よ
り
罪
は

ゆ
る
さ
れ
、
こ
の
後
そ
の
功
績
で
功
田
二
十
町
を
賜
る
（
続
日
本
紀
、

天
平
宝
字
元
年
十
二
月
条
（。
以
後
そ
の
記
述
が
具
体
性
を
帯
び
て
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い
る
点
か
ら
考
え
て
、
律
に
よ
る
裁
判
が
行
わ
れ
た
と
の
推
測
を
抱

か
せ
る
。
た
だ
し
斬
罪
の
川
堀
と
垂
以
外
の
従
犯
者
三
名
は
そ
の
後

罪
を
問
わ
れ
た
形
跡
が
な
い
ゆ
え
、
事
件
は
中
大
兄
皇
子
が
古
人
皇

子
と
川
堀
ら
蘇
我
氏
系
の
者
を
罪
に
陥
れ
た
、
い
わ
ば
政
治
的
工
作

で
あ
っ
た
公
算
が
強
い
。

　

自
首
に
関
し
て
は
、
下
の
名
例
律
（4
人
有
議
請
減
条
、
及
び
名
例

律
37
犯
罪
未
発
自
首
条
を
、
告
密
は
闘
訟
律
39
密
告
謀
反
大
逆
条
を

参
照
の
こ
と
。

　
（
ｂ
（
大
化
五
年
三
月
二
十
四
日
の
蘇
我
倉
山
田
大
臣
反
（
謀
反

の
実
行
（
事
件
で
は
、
同
大
臣
の
事
件
が
「
反
」
で
あ
る
と
三
度
の

表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
書
紀
同
条
の
「
伺
皇
太
子
遊
於
海
浜
、
而

将
害
之
。
将
反
」「
問
反
之
虚
実
」「
審
其
反
状
」
等
で
あ
る
。
倉
山

田
大
臣
の
斬
罪
（
実
際
は
自
経
後
の
斬
。
妻
と
三
男
子
、
一
女
随
身

者
も
自
経
（、
三
十
日
に
田
口
臣
筑
紫
、
耳
梨
道
徳
、
高
田
醜
雄
、

額
田
部
湯
坐
連
、
秦
吾あ
て
ら寺

等
十
四
人
は
連
坐
で
処
刑
さ
れ
、
う
ち
絞

罪
は
九
人
。
流
罪
は
十
五
人
。
大
臣
の
資
財
は
没
官
と
な
る
。

　

唐
賊
盗
律
謀
反
大
逆
条
の
「
謀
反
及
大
逆
者
、
皆
斬
。
父
子
年
十

六
以
上
、
皆
絞
。
十
五
以
下
及
母
女
妻
妾
、
祖
孫
兄
弟
姉
妹
、
若
部

曲
資
財
田
宅
、
並
没
官
。」
と
い
う
条
文
に
沿
っ
て
行
刑
が
行
わ
れ

て
お
り
、
大
化
五
年
当
時
唐
律
当
該
条
文
と
同
よ
う
の
大
業
律
条
文

が
存
し
た
か
に
思
わ
れ
る
。
倉
山
田
大
臣
は
の
ち
に
誣
告
罪
で
無
実

と
分
か
っ
た（（
（

。
讒
言
し
た
日
向
臣
は
隠
流
で
筑
紫
大
宰
へ
左
遷
。

　
（
ｃ
（
壬
申
の
乱
時
の
天
武
紀
元
年
六
月
条
に
、「
其
筑
紫
太
宰
栗

隈
王
与
吉
備
国
守
当
摩
公
広
嶋
二
人
、
元
有
隷
大
皇
弟
。
疑
有
反
歟
。

若
有
不
服
殺
之
」（
筑
紫
太
宰
栗
隈
王
と
吉
備
国
守
当
摩
公
広
嶋
は

元
よ
り
大
皇
弟
に
隷
き
ま
つ
る
こ
と
有
り
。
反
（
謀
反
（
す
る
疑
い

が
有
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
表
情
が
見
え
た
ら
殺
せ
。（

と
あ
る
。
広
嶋
は
朝
廷
か
ら
遣
わ
さ
れ
た
樟
使
主
磐
手
に
よ
り
大
海

人
皇
子
に
与
し
た
と
判
断
さ
れ
殺
害
さ
れ
た
。

　
（
ｄ
（
斉
明
紀
四
年
十
一
月
五
日
条
。
有
間
皇
子
は
謀
反
の
罪
で
、

絞
罪
（
斬
罪
で
な
い
の
は
皇
子
が
未
成
年
十
九
歳
で
あ
っ
た
た
め
（、

従
犯
は
十
一
月
十
一
日
に
刑
を
執
行
。
塩
屋
連
鯯
魚
と
舎
人
新
田
部

連
米
麻
呂
は
斬
罪
、
大
石
守
君
と
坂
合
部
薬
は
そ
れ
ぞ
れ
上
毛
野
国

と
尾
張
国
に
流
罪
、
と
あ
る
。
蘇
我
赤
兄
は
首
謀
で
あ
る
が
自
首
し

て
密
告
し
た
た
め
許
さ
れ
る
。

　
（
ｅ
（
朱
鳥
元
年
九
月
丙
午
（
九
日
（、
天
武
天
皇
が
崩
御
し
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、
わ
ず
か
後
の
辛
酉
（
二
十
四
日
（、
南
庭
で
の
殯
に

お
け
る
発
哀
の
時
に
、
大
津
皇
子
の
皇
太
子
へ
の
謀
反
が
発
覚
し
た

と
す
る（（
（

。
翌
十
月
戊
辰
の
朔
己
巳
（
二
日
（、
皇
子
大
津
を
逮
捕
、

従
犯
の
直
廣
肄
八
口
朝
臣
音
橿
、
小
山
下
壹
伎
連
博
徳
、
大
舎
人
中

臣
朝
臣
麻
呂
、
巨
勢
朝
臣
多
益
須
、
新
羅
沙
門
行
心
、
及
び
帳
内
礪

杵
道
作
等
三
十
余
人
も
逮
捕
。『
懐
風
藻
』
河
島
皇
子
伝
に
よ
れ
ば



法学研究�96�巻�（0�号（（0（3：（0）

76

密
告
人
は
河
島
皇
子
で
あ
っ
た
と
す
る
。
同
月
庚
午
（
三
日
（
皇
子

大
津
は
訳
語
田
の
舎
に
て
賜
死
。
年
二
十
四
。
妃
皇
女
山
辺
は
殉
死
。

だ
が
従
犯
は
ほ
と
ん
ど
赦
さ
れ
た
。
但
し
礪
杵
道
作
の
み
伊
豆
へ
流

罪
（
朱
鳥
元
年
十
月
二
十
九
日
（。
新
羅
の
沙
門
行
心
は
飛
騨
国
の

伽
藍
に
移
さ
れ
た
。
謀
反
の
処
罰
は
大
業
律
の
賊
盗
律
（
謀
反
条
が

根
拠
法
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
先
帝
皇
子
の
理
由
で
皇
子
は
斬

刑
を
免
れ
、
自
害
を
ゆ
る
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
、
唐
名
例
律
十
悪
条
謀
反
に
「
一
曰
謀
反
〈
謂
謀
危
社

稷
〉」、
養
老
名
例
律
八
虐
条
の
本
注
文
に
「
一
曰
、
謀
反
、（
謂
謀

危
国
家
（」
と
あ
る
。
こ
の
内
「
謀
反
」
と
そ
の
構
成
要
件
を
示
す

注
の
「
国
家
」
は
大
宝
律
に
も
存
在
（
僧
尼
令
集
解
、
観
玄
象
条
所

引
古
記
の
「
名
例
謀
反
条
国
家
」
か
ら
復
元（3
（

（。

　

処
罰
規
定
は
、
養
老
賊
盗
律
謀
反
条
（
本
文
（
に
、「
凡
謀
反
及

大
逆
者
。
皆
斬
。
父
子
。
若
家
人
資
財
田
宅
。
並
没
官
。
年
八
十
。

及
篤
疾
者
。
並
免
。
祖
孫
兄
弟
。
皆
配
遠
流
。
不
限
籍
之
同
異
。

（
後
略
（」
と
あ
る
。
大
業
律
に
も
こ
の
よ
う
に
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

�

（
（
（　

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
校
注
『
日
本
書

記
下　
日
本
古
典
文
学
大
系
68
』
岩
波
書
店
・
一
九
六
五
年
（
三
一

〇
頁
（
頭
注
に
「
山
田
麻
呂
の
刑
が
律
条
規
と
似
る
の
は
、
同
様
の

刑
法
が
あ
っ
た
か
、」
と
記
し
て
い
る
。
大
変
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。

私
は
こ
れ
を
隋
律
代
用
と
見
る
の
で
あ
る
。

（
（
（　
『
懐
風
藻
』
大
津
皇
子
伝
に
「
時
に
新
羅
僧
行
心
天
文
筮
を
解

す
、
因
て
逆
謀
を
進
む
」。
皇
子
の
裁
判
、
そ
し
て
処
刑
が
執
行
さ

れ
た
。
朱
鳥
元
年
十
月
丙
申
（
二
九
日
（
条
に
、「
詔
し
て
曰
は
く
、

「
皇
子
大
津
、
謀
反
け
む
と
す
。
註
誤
か
れ
た
る
吏
民
・
帳
内
は
已

む
事
得
ず
。
今
皇
子
大
津
、
已
に
滅
び
ぬ
。
従
者
、
当
に
皇
子
大
津

に
坐
れ
ら
ば
、
皆
赦
せ
。
但
し
礪
杵
道
作
は
伊
豆
に
流
せ
と
の
た
ま

ふ
。」
と
あ
る
。

（
3
（　

利
光
・
前
掲
「
大
宝
律
考
」。

八
悪
第
二
、
謀
叛

　
（
ａ
（
天
武
元
年
、
大
海
人
皇
子
の
起
こ
し
た
壬
申
の
乱
の
際
に

近
江
朝
か
ら
「
皇
子
の
叛
に
対
抗
」
を
窺
わ
せ
る
言
動
が
見
ら
れ
る（（
（

。

　

唐
名
例
律
八
虐
条
の
第
二
謀
叛
の
条
項
に
は
、

三
曰
謀
叛
、（
謂
謀
背
国
従
偽
（〈
謂
有
人
謀
背
本
朝
、
将
投
蕃

国
、
或
欲
翻
城
従
偽
、
或
欲
次
地
外
奔
〉

　
　
　
　
　
（　

（
内
は
注
文
、〈　

〉
内
は
疏
文

と
あ
る
。
こ
の
時
代
用
さ
れ
た
と
思
し
き
隋
大
業
律
に
当
該
条
が
存

在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
宝
律
の
謀
叛
の
語
は
復
元
済
み
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
下
の
注
文
は
未
復
元
で
あ
る
。
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さ
て
本
注
に
見
え
る
「
背
国
」
の
国
と
は
、
疏
文
で
背
本
朝
と
言

い
換
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
正
統
な
現
王
朝
を
意
味
す
る
。
そ
こ

か
ら
離
脱
し
て
偽
の
政
権
に
寝
返
る
こ
と
が
叛
で
あ
る
。
謀
反
の
反

が
朝
廷
に
面
を
向
け
て
攻
撃
す
る
の
と
は
対
象
的
に
、
叛
は
背
を
向

け
て
離
脱
す
る
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
叛
は
む
し
ろ
賊
盗
律
4
謀
叛

条
後
段
に
「
亡
命
山
沢
、
不
従
追
喚
者
、
以
謀
叛
論
」
と
あ
る
中
の

亡
の
意
に
近
い
。

（
（
（　

前
掲
・
坂
本
ほ
か
校
注
『
日
本
書
紀
下
』
三
九
三
頁
。

八
悪
第
六
、
大
不
敬

　
（
ａ
（
本
論
二
「
大
化
の
即
位
式
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
儀

式
で
用
い
る
神
器
を
盗
む
者
は
、
大
不
敬
の
罪
に
坐
す
。
す
な
わ
ち

唐
律
大
不
敬
の
項
に
「
六
日
。
大
不
敬
。
謂
盗
大
祀
神
御
之
物
。
乗

輿
服
御
物
。
盗
及
偽
造
御
宝
（
下
略
（」
と
あ
る
。
謂
以
下
の
註
文

の
趣
旨
は
も
っ
と
も
厳
格
を
要
す
る
即
位
式
に
お
い
て
は
守
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
重
要
事
項
で
あ
っ
た
。
右
は
大
業
律
に
存
し
た
と

思
わ
れ
る
。

　
（
ｂ
（
天
武
紀
四
年
四
月
丁
亥
（
十
四
日
（
条
に
、

小
錦
下
久
努
臣
麻
呂
、
坐
対
捍
詔
使
、
官
位
盡
追
。

（
久
努
臣
麻
呂
、
詔
使
を
対
捍
め
る
に
坐
り
て
、
官
位
尽
に
追

ら
る
。（

　

と
あ
る
。
詔
命
を
伝
え
る
使
者
に
対
し
て
、
反
抗
的
態
度
を
示
す

こ
と
は
、
唐
律
の
十
悪
中
（
六
（
大
不
敬
に
相
当
し
、
重
大
な
犯
罪

行
為
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
大
業
律
で
は
八
悪
中
に
存
し
た
と
推
考

さ
れ
る
。

　

職
制
律
3（
指
斥
乗
輿
条
に
お
い
て
は
、
日
唐
律
と
も
に
絞
で
あ
る
。

当
該
律
に
は
、

凡
指
斥
乗
輿
。（
中
略
（
対
捍
詔
使
。
而
無
人
臣
之
礼
者
絞
。

　

と
見
え
る
。
だ
が
判
決
の
結
果
は
、
官
と
位
を
剝
奪
し
た
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　

唐
名
例
律
（（
除
名
者
条
に
は
、

諸
除
名
者
官
爵
悉
除
。
課
役
従
本
色
。

　

と
あ
り
、
養
老
律
当
該
条
に
は
、

凡
除
名
者
官
位
勲
位
悉
除
。
課
役
従
本
色
。
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と
あ
る
（
大
宝
律
は
「
除
名
」
が
復
元
さ
れ
て
い
る
（。

　

久
努
臣
麻
呂
の
名
籍
削
除
は
大
業
律
代
用
の
こ
の
条
文
に
よ
っ
て

お
り
、
職
制
律
3（
が
準
拠
法
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
除
名
す
べ
き
罪

の
最
た
る
も
の
は
十
悪
で
あ
り
、
そ
れ
は
唐
名
例
律
（8
十
悪
反
逆
縁

坐
条
に
、

諸
犯
十
悪
。
故
殺
人
。
反
逆
縁
坐
。

　

と
見
え
る
（
養
老
・
大
宝
律
で
は
「
凡
犯
八
虐
。」（。
大
業
律
で

は
「
諸
犯
八
悪
」
と
あ
っ
た
か
。

　
（
ｃ
（
天
武
紀
六
年
四
月
壬
寅
（
十
一
日
（
条
に
「
杙
田
史
名
倉
、

乗
輿
を
指
斥
り
ま
つ
れ
り
と
い
ふ
に
坐
り
て
、
伊
豆
嶋
に
流
す
。」

と
あ
る
。
天
皇
を
誹
謗
す
る
罪
は
唐
律
で
は
十
悪
中
（
六
（
大
不
敬

に
相
当
す
る
。
そ
し
て
杙
田
史
名
倉
は
裁
判
に
よ
り
流
罪
と
な
っ
て

い
る
。
準
拠
法
を
な
す
職
制
律
3（
指
斥
乗
輿
条
に
お
い
て
は
、
日
唐

律
と
も
に
斬
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
非
難
・
情
状
が
過
激
に
及
ん
だ
場

合
で
あ
る
。
過
激
に
及
ば
な
け
れ
ば
徒
二
年
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

大
業
律
代
用
に
よ
り
流
罪
が
執
行
さ
れ
た
事
情
は
詳
ら
か
で
は
な
い
。

　

上
掲
し
た
大
不
敬
の
二
例
は
、
八
悪
の
規
定
の
存
在
を
証
す
る
こ

と
は
で
き
る
が
、
裁
判
経
過
は
不
分
明
で
あ
る
。
唯
犯
罪
行
為
を
明

ら
か
に
し
た
後
、
処
罰
規
定
の
適
用
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
条
文
操

作
が
行
わ
れ
、
判
決
に
導
い
て
い
っ
た
の
か
、
今
一
つ
分
か
ら
な
い（（
（

。

　

大
化
改
新
後
、
持
統
三
年
の
浄
御
原
律
施
行
ま
で
の
八
悪
相
当
の

事
犯
に
つ
い
て
は
、
以
上
、
謀
反
、
謀
叛
、
大
不
敬
の
三
つ
が
掲
示

で
き
る
。

　

な
お
謀
反
（
悪
逆
（
の
例
で
は
あ
る
が
、
天
智
二
年
六
月
、
福
信

が
百
済
の
地
に
あ
っ
て
謀
反
の
罪
に
よ
り
豊
璋
王
（
百
済
（
よ
り
斬

罪
に
処
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
執
行
者
が
百
済
王
で
あ
り
、
行
刑
地

が
百
済
と
い
う
点
で
あ
る
ゆ
え
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
他
に
蝦

夷
の
謀
叛
の
例
も
あ
る
が
同
よ
う
に
措
置
す
る
。

　

た
だ
し
八
悪
関
連
の
罪
が
行
刑
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
同
時
に

関
連
す
る
罰
則
規
定
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
た
だ
八
悪
規
定

が
あ
っ
た
だ
け
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
同
時
に
、
名
例
律
以
下

の
諸
篇
目
が
無
け
れ
ば
判
決
が
下
せ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
八
悪
条
が

制
定
さ
れ
て
い
た
意
味
が
な
い
。
律
全
体
と
し
て
刑
罰
体
系
が
作
用

し
て
、
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
や
は
り
中
国
律
代
用
と
い
う

も
の
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

（
（
（　

小
林
宏
・
前
掲
「
日
本
律
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」。
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名
例
律
7
八
議
条

　

天
武
紀
十
一
年
十
一
月
十
六
日
条
に
「
其
有
犯
重
者
、
応
請
則
請
。

当
捕
則
捉
」
五
位
以
上
死
罪
を
犯
者
上
請
し
勅
裁
を
受
け
る
特
典
が

あ
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

名
例
律
14
人
有
議
請
減
条

名
例
律
37
犯
罪
未
発
自
首
条

　

自
首
に
つ
い
て
は
唐
名
例
律
（4
人
有
議
請
減
条
に
、

諸
一
人
兼
有
議
請
減
。
各
応
得
減
者
。
唯
得
以
一
高
者
減
之
。

不
得
累
減
。
若
従
坐
減
。
自
首
減
。
故
失
減
。
公
坐
相

承
減
。
又
以
議
請
減
之
類
。
得
累
減
。

（
一
人
兼
ね
て
議
請
有
り
て
、
各
減
得
べ
く
ば
、
各
応
得
べ
く

ば
、
唯
一
の
高
き
者
を
以
て
減
す
る
こ
と
得
む
。
累
ね
て
減
す

る
こ
と
得
じ
。
若
し
従
坐
減
・
自
首
減
・
故
失
減
・
公
坐
相
承

減
は
、
又
、
議
請
減
の
類
を
以
て
、
累
ね
て
減
す
る
こ
と
得

む
。（

と
あ
り
、
唐
名
例
律
37
犯
罪
未
発
自
首
条
冒
頭
に
、

諸
犯
罪
未
発
而
自
首
者
。
原
其
罪
。

　

と
あ
り
（
養
老
律
自
首
条
も
同
じ
条
文
（
処
罰
規
定
が
定
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
大
業
律
代
用
の
も
と
で
処
罰
に
至
っ
た
準
拠
法
と

思
わ
れ
る
。

名
例
律
18
除
名
条

　
（
ａ
（
白
雉
元
年
二
月
九
日
条
。「
天
下
に
大
赦
す
」
白
雉
出
現
に

よ
る
。

　
（
ｂ
（
天
智
紀
十
年
正
月
六
日
条
。「
天
下
に
大
赦
す
」
と
あ
る
。

　
（
ｃ
（
天
武
紀
六
年
六
月
是
月
条
。
東
漢
直
に
多
き
な
る
恩
を
降

し
て
原
す
、
と
あ
る
。

　

唐
律
当
該
条
の
疏
に
「
非
常
の
断
人
主
専
之
」
と
見
え
る
。
こ
れ

は
天
皇
の
律
令
外
の
大
権
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
、
大
業
律
に
も
同

様
の
恩
赦
の
法
源
と
な
る
規
定
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

名
例
律
21
除
名
者
条

　

す
で
に
大
不
敬
の
箇
所
で
論
じ
た
よ
う
に
、
天
武
紀
四
年
四
月
丁

亥
（
十
四
（
の
書
紀
の
記
事
に
、
小
錦
下
久
努
臣
麻
呂
が
「
対
捍
詔

使
」
に
坐
し
て
「
官
位
盡
追
」
と
い
う
事
件
が
起
き
た
。
判
決
に
よ

る
と
彼
は
官
と
位
を
こ
と
ご
と
く
剝
奪
さ
れ
た
。
こ
れ
を
定
め
た
唐

律
の
条
規
は
、
名
例
律
（（
除
名
者
条
で
あ
り
、
当
該
条
に
は
、
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諸
除
名
者
官
爵
悉
除
。
課
役
従
本
色
。（
後
略
（

と
あ
る
。
久
努
臣
の
名
籍
削
除
は
こ
の
条
文
と
同
よ
う
の
大
業
律
を

拠
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う（（
（

。

（
（
（　

長
谷
山
彰
「
日
本
律
成
立
の
諸
段
階
」
前
掲
『
日
本
古
代
の
法

と
裁
判
』
所
収
。

衛
禁
律
32
縁
辺
城
戍
条

　

天
智
紀
九
年
二
月
条
に
高
安
城（（
（

・
長
門
城
・
筑
紫
城
を
造
る
と
あ

る
。
城
郭
の
設
置
と
そ
の
維
持
に
関
し
て
は
律
に
厳
格
な
規
律
が
定

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
築
城
の
背
景
に
は
中
国
律
の
存
在
が

あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
当
該
律
条
に
よ
る
辺
境
防
備
の

取
り
締
ま
り
相
手
と
す
る
賊
徒
の
人
数
は
百
人
未
満
と
い
う
小
人
数

の
場
合
に
適
用
さ
れ
る
。
見
張
り
の
目
の
届
く
範
囲
内
を
賊
徒
が
出

入
り
す
る
の
を
見
落
と
し
た
時
は
、
見
張
り
の
者
が
処
罰
さ
れ
（
徒

一
年
半
（、
同
時
に
司
主
も
監
督
責
任
を
問
わ
れ
て
処
罰
を
受
け
る

（
徒
一
年
（。
こ
の
条
文
が
浄
御
原
律
に
も
存
在
し
た
こ
と
は
拙
論

「
飛
鳥
浄
御
原
律
の
復
元
に
つ
い
て
」
で
述
べ
た
。
そ
の
条
文
は
次

の
通
り
。

凡
縁
辺
之
城
戍
。
有
外
姦
内
人
。（
謂
衆
不
満
百
人
者
（。
内
姦

外
出
。
而
候
望
者
不
覚
。
徒
一
年
半
。
司
主
。
徒
一
年
。（
後

略
（

　

浄
御
原
律
以
前
の
大
業
律
代
用
下
に
お
け
る
条
文
も
こ
れ
と
同
様

の
内
容
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

（
（
（　

高
安
城
に
つ
い
て
は
持
統
紀
三
年
九
月
庚
辰
朔
己
丑
（
十
日
（

条
、
同
十
月
庚
戌
朔
庚
申
（
十
一
日
（
条
参
照
。

職
制
律
10
祭
祀
朝
会
侍
衛
条

　

大
化
以
降
、
即
位
礼
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
儀
式
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、

唐
職
制
律
当
該
条
に
よ
れ
ば
、
儀
式
の
違
失
が
律
に
よ
っ
て
罰
せ
ら

れ
る
定
め
が
あ
っ
て
、
儀
式
が
法
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

諸
祭
祀
及
有
事
於
園
陵
。
若
朝
会
侍
衛
。
行
事
失
錯
。
及
違
失

儀
式
者
。
笞
四
十
。〈
謂
。
言
辞
諠
囂
。
坐
立
怠
慢
。
乖
衆
者

乃
坐
。〉
応
集
而
主
司
不
告
。
及
告
而
不
至
者
。
各
笞
五
十
。

　
　
　
　
　
〈　

〉
は
疏
文
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
祭
祀
な
ど
の
行
事
に
失
錯
が
あ
り
、
儀
式
の
規

定
に
違
反
す
る
官
人
は
笞
四
十
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
贖
銅
四
斤
を
徴

せ
ら
れ
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
違
反
に
対
し
て
法
的
制
裁
が
加

え
ら
れ
る
も
の
は
法
で
あ
っ
て
単
な
る
礼
法
上
の
規
範
で
は
な
い
。

　

ま
た
唐
雑
律
に
は
、

凡
違
令
者
。
笞
五
十
。〈
謂
。
令
有
禁
制
。
律
無
罪
名
。〉
別
式
減

0

0

0

一
等
0

0

。

と
あ
り
、
違
式
の
罪
の
笞
四
十
と
符
合
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ゆ

え
に
雑
律
の
別
式
は
、
式
の
文
と
儀
式
の
文
と
を
含
ん
だ
も
の
と
解

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
大
業
律
に
あ
っ
て
も
こ
の
様
な
罰

則
が
行
わ
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。

職
制
律
20
玄
象
器
物
条

　

唐
律
当
該
条
に
は
、

諸
玄
象
器
物
、
天
文
、
図
書
、
讖
書
、
兵
書
、
七
陽
暦
、
太
乙

雷
公
式
、
私
家
不
得
有
。
違
者
、
徒
二
年
。〈
私
習
天
文
者
、

亦
同
。〉（
後
略
（

と
あ
る
。
暦
の
作
成
は
皇
帝
の
職
権
、
大
権
で
あ
っ
た
。
本
稿
第
二

節
で
論
じ
た
通
り
で
あ
る
が
、
暦
を
作
る
の
に
必
要
と
さ
れ
る
玄
象

器
物
は
私
家
に
有
っ
て
は
な
ら
ず
、
許
さ
れ
な
い
も
の
で
違
犯
す
る

も
の
は
処
罰
の
対
象
と
な
っ
た
。
右
と
同
様
の
大
業
律
が
我
が
国
で

代
用
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

職
制
律
32
指
斥
乗
輿
条

　

本
稿
八
悪
条
第
六
大
不
敬
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
天
武
紀
四
年

四
月
丁
亥
（
十
四
日
（
条
に
小
錦
下
久
努
臣
麻
呂
が
詔
命
を
伝
え
る

使
者
に
対
し
反
抗
的
態
度
を
示
し
罰
せ
ら
れ
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
の
準
拠
法
と
な
っ
た
の
は
、
職
制
律
3（
指
斥
乗
輿
条
の
規
定
で

あ
っ
た
。
唐
律
当
該
条
に
は
、

諸
指
斥
乗
輿
（
中
略
（、
対
捍
制
使
。
而
無
人
之
礼
者
絞
。

と
い
う
処
罰
規
定
が
見
ら
れ
る
。
我
が
国
に
お
い
て
も
大
業
律
当
該

条
規
が
代
用
さ
れ
て
い
た
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
久
努
臣
は
官
と
位
を
剝

奪
さ
れ
た
と
あ
る
ゆ
え
、
真
の
準
拠
法
は
名
例
律
（（
除
名
者
条
に
よ

る
事
に
な
っ
た
由
で
あ
る
。
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戸
婚
律
26
許
嫁
女
報
婚
書
条

　

大
化
二
年
三
月
詔
の
第
二
部
第
三
段
に
、「
妻
妾
有
り
て
、
夫
の

為
に
放す

て
ら
る
る
日
に
、
年
を
経
て
後
に
、
他
に
適と
つ

ぐ
は
恒
の
理
な

り
。
而
る
を
此
の
前
夫
、
三
四
年
の
後
に
、
後
夫
の
財
物
を
貪
り
求

め
、
己
が
利
と
す
る
者
、
甚
だ
衆お
ほ

し
。」
と
あ
る
。
前
夫
を
去
っ
た

女
が
後
夫
に
嫁
い
だ
後
、
前
夫
が
後
夫
に
財
物
を
強
要
し
わ
が
物
と

す
る
こ
と
、
と
日
本
書
紀
の
頭
注
に
あ
る（（
（

。
た
だ
し
「
為
夫
被
放
」

（
夫
の
為
に
す
て
ら
る
る
（
日
に
（（
と
い
う
嫁
入
婚
時
代
の
追
出
し

離
婚
を
思
わ
せ
る
表
現
は
当
時
の
実
情
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
こ
の

一
節
は
、
妻
問
を
や
め
た
男
が
、
女
に
他
の
男
が
通
う
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
後
の
男
に
祓
除
さ
せ
た
、
と
の
意
に
解
す
べ
き
で
あ
る
と

説
く
書
も
あ
る
。「
前
夫
」「
後
夫
」
は
明
ら
か
に
律
令
用
語
で
、
唐

戸
婚
律
（6
当
該
条
に
「
若
更
許
他
人
者
、
杖
一
百
。
已
成
者
、
徒
一

年
半
。
後
娶
者
知
情
、
減
一
等
。
女
追
帰
前
夫
。
前
夫
不
娶
、
還
娉

財
。
後
夫
婚
如
法
。」
と
見
え
る
。

（
（
（　

小
島
憲
之
・
直
木
孝
次
郎
・
西
宮
一
民
・
蔵
中
進
・
毛
利
正
守

校
注
、
訳
『
日
本
書
紀
③
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
4
・
小
学

館
・
一
九
九
八
年
。

擅
興
律
10
主
将
守
城
条

　
（
ａ
（
天
智
紀
九
年
二
月
条
に
高
安
・
長
門
筑
紫
諸
城
を
造
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
城
郭
の
設
置
と
そ
の
維
持
に
関
し
て
は
律
に

厳
格
な
規
律
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
築
城
の
背
景
に
中
国

律
の
存
在
が
あ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
辺
境
防
備
の
取
り

締
ま
り
相
手
と
す
る
賊
徒
の
人
数
が
少
人
数
の
場
合
は
前
掲
し
た
衛

禁
律
3（
に
規
定
す
る
が
、
百
人
に
満
ち
る
多
人
数
の
場
合
に
対
応
す

る
処
罰
は
本
条
に
規
定
が
あ
る
。
人
民
を
率
領
す
る
主
将
の
任
に
あ

る
者
が
、
賊
徒
の
攻
撃
を
受
け
な
が
ら
固
守
す
る
の
を
放
棄
す
る
行

為
、
あ
る
い
は
日
夜
の
警
備
が
不
十
分
な
た
め
に
賊
徒
の
攻
撃
を
被

り
、
損
害
を
受
け
る
に
至
っ
た
行
為
を
罪
の
成
立
要
件
と
す
る
。
当

該
律
条
文
の
よ
う
に
「
連
接
寇
賊
、
被
遣
斥
候
。
不
覚
賊
来
」
っ
た

な
ら
ば
徒
二
年
の
罰
を
受
け
る
。
代
用
の
大
業
律
に
よ
る
規
定
に

よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
ｂ
（
天
武
紀
元
年
六
月
条
に
、
壬
申
の
乱
時
に
筑
紫
大
宰
栗
隈

王
が
大
海
人
皇
子
に
与
す
る
こ
と
を
疑
わ
れ
て
言
う
に
は
、

筑
紫
国
者
元
戍
辺
賊
之
難
也
。
其
峻
城
深
隍
、
臨
海
守
者
、
豈

為
内
賊
耶
。
今
畏
命
而
発
軍
、
則
国
空
矣
。

（
筑
紫
国
は
も
と
よ
り
辺
賊
の
難
を
戍
る
。
そ
れ
、
城き

を
峻た
か

く

し
隍み
ぞ

を
深
く
し
て
、
海
に
臨
み
て
守
ら
す
る
は
、
あ
に
内
賊
の
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た
め
な
ら
む
や
。
い
ま
し
命
を
か
し
こ
み
て
軍
を
発
さ
ば
、
国

空
し
け
む
（

と
説
い
て
い
る
。
こ
こ
に
「
峻
城
深
隍
」
の
語
句
が
見
ら
れ
る
。

　

海
に
向
か
っ
て
守
り
を
固
め
る
の
は
、
国
内
の
賊
に
対
す
る
た
め

で
は
な
く
、
国
家
の
危
急
存
亡
の
時
の
た
め
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。

　

軍
防
令
53
城
隍
条
に
は
、

凡
城
隍
崩
頽
者
。
役
兵
士
修
理
。
若
兵
士
少
者
。
聴
役
随
近
人

夫
。
逐
閑
月
修
理
。（
後
略
（

（
凡
そ
城
隍
崩
れ
頽
ち
た
ら
ば
、
兵
士
を
役
し
て
修
理
せ
よ
。

若
し
兵
士
少
な
く
は
、
随
近
の
人
夫
を
役
す
る
こ
と
を
聴
せ
。

閑
の
月
に
逐
へ
て
修
理
せ
よ
。（
後
略
（（

と
あ
っ
て
、
城
の
修
理
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
賊
か
ら
の
防
備
の

必
要
性
が
記
さ
れ
て
い
る（（
（

。

　

上
記
の
擅
興
律
（0
当
該
条
文
は
、
こ
の
軍
防
令
条
文
と
相
応
す
る

も
の
で
、
大
業
律
条
項
に
設
け
ら
れ
て
い
た
と
推
知
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

�

（
（
（　

唐
の
軍
防
令
は
復
元
が
未
完
成
な
た
め
、
こ
こ
で
は
そ
れ
に
近

似
す
る
と
思
わ
れ
る
養
老
令
条
文
に
代
え
る
。

賊
盗
律
1
謀
反
大
逆
条

　
（
ａ
（
大
化
元
年
十
一
月
甲
午
（
三
十
日
（
の
書
紀
の
或
本
に
謀

反
の
首
謀
古
人
皇
子
と
並
ん
で
そ
の
子
も
斬
と
あ
る
。
唐
律
に
よ
れ

ば
「
子
年
十
六
以
上
」「
皆
絞
」
と
あ
り
「
子
年
十
五
以
下
」「
没

官
」
と
あ
る
。
前
者
な
ら
ば
絞
罪
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
或
本

が
斬
と
し
た
の
は
何
故
か
。
大
業
律
で
斬
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
る

べ
き
か
。
否
、
そ
う
で
は
な
く
或
本
の
誤
記
か
。
今
は
こ
れ
以
上
考

究
し
な
い
。

　
（
ｂ
（
大
化
元
年
の
古
人
皇
子
、
及
び
大
化
五
年
の
蘇
我
倉
山
田

大
臣
の
謀
反
に
お
け
る
従
犯
者
の
斬
罪
は
、
唐
律
賊
盗
律
（
の
当
該

条
に
規
定
が
あ
る
。
大
業
律
に
も
そ
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、

当
時
の
裁
判
に
お
い
て
代
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
斉

明
四
年
有
間
皇
子
事
件
も
同
様
。

賊
盗
律
15
造
畜
蠱
毒
条

　

持
統
紀
三
年
三
月
二
十
四
日
条
に
「
大
赦
天
下
、
唯
常
赦
所
不
免
、

不
在
赦
例
」
な
る
除
外
文
書
を
付
し
た
赦
書
が
見
ら
れ
る
。
文
中
の

「
常
赦
不
免
」
と
は
、
唐
断
獄
律
（0
赦
前
断
罪
不
当
条
に
「
常
赦
所

不
免
、
依
常
律
」
と
あ
り
、
そ
の
疏
議
に
、
赦
に
会
っ
て
も
な
お



法学研究�96�巻�（0�号（（0（3：（0）

84

死
・
流
・
除
名
・
免
所
居
官
・
移
郷
な
ど
の
制
裁
を
加
え
る
こ
と
を

定
め
た
文
が
存
す
る
。

　

こ
れ
に
該
当
す
る
条
文
に
賊
盗
律
（5
造
畜
蠱
毒
条
が
あ
る
。

　

ゆ
え
に
唐
の
賊
盗
律
（5
造
畜
蠱
毒
条
に
擬
す
る
大
業
律
当
該
条
が

当
時
の
我
が
国
に
お
い
て
、
代
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。

賊
盗
律
18
殺
人
移
郷
条

　

前
項
に
引
き
続
き
、
赦
に
会
っ
て
も
な
お
死
・
流
・
除
名
・
免
所

居
官
・
移
郷
な
ど
の
制
裁
を
加
え
る
こ
と
を
定
め
た
条
文
が
存
す
る

が
、
そ
れ
に
よ
り
、
唐
賊
盗
律
（8
殺
人
移
郷
条
に
照
応
す
る
条
項
が

大
業
律
に
も
存
在
し
、
我
が
国
に
お
い
て
代
用
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
条
文
は
以
下
の
と
お
り
。

諸
殺
人
応
死
。
会
赦
免
者
移
郷
千
里
外
。
其
工
楽
雑
戸
。
及
官

戸
奴
。
并
太
常
音
声
人
。
雖
移
郷
。
各
従
本
色
。
若
群
党
共
殺
。

止
移
下
手
者
及
頭
首
之
人
。
若
死
家
無
期
以
上
親
。
或
先
相
去

千
里
外
。
即
習
天
文
業
已
成
。
若
婦
人
有
犯
。
及
殺
他
人
部
曲

奴
婢
。
並
不
在
移
限
。
違
者
徒
二
年
。

賊
盗
律
21
造
妖
書
及
妖
言
条

　

天
智
紀
九
年
正
月
乙
亥
朔
辛
巳
（
七
日
（
に
は
「
禁
断
誣
妄
・
妖

偽
」
と
あ
る
。「
禁
断
誣
妄
」
に
つ
い
て
は
、
闘
訟
律
5（
条
の
項
で

述
べ
た
。

　
「
禁
断
妖
偽
」
に
関
し
て
は
、
僧
尼
令
（
観
玄
象
条
に
「
妖
惑
百

姓
」
は
僧
尼
の
も
っ
と
も
重
罪
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
に
対
す
る
罰
則
を
記
述
し
て
い
る（（
（

。
僧
尼
は
賊
盗
律
（（

造
妖
書
及
妖
言
条
の
大
罪
で
還
俗
の
う
え
俗
法
、
つ
ま
り
律
令
の
定

め
る
刑
が
科
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
賊
盗
律
当
該
条
文
に
は
、

諸
造
妖
書
及
妖
言
者
絞
。〈
造
、
謂
自
造
咎
及
鬼
神
之
言
。
妄

説
吉
凶
。
渉
於
不
順
者
。〉
伝
用
以
惑
衆
者
。
亦
如
之
。（
後

略
（

（
諸
そ
妖
書
及
び
妖
言
を
造
り
た
る
者
は
絞
。〈
造
る
と
謂
う
は
、

自
ら
休
咎
及
び
鬼
神
の
言
を
造
り
て
、
妄
り
に
吉
凶
を
説
き
、

不
順
に
渉
り
た
る
者
を
い
う
。〉
伝
用
し
て
以
て
衆
を
惑
は
し

た
る
者
も
、
亦
之
の
如
し
。（（
後
略
（

と
あ
っ
て
、
最
高
刑
は
絞
罪
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
条
文
が
浄
御
原

律
に
も
存
在
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い（（
（

。
た
だ

し
最
高
刑
は
唐
律
の
よ
う
に
絞
な
の
か
、
養
老
律
の
よ
う
に
遠
流
で
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あ
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

天
智
期
に
大
業
律
当
該
条
文
の
代
用
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
。（

（
（　

井
上
光
貞
「
仏
教
と
律
令
―
僧
尼
令
の
刑
罰
体
系
―
」『
日
本

古
代
思
想
史
の
研
究
』
三
〇
二
頁
以
下
（。
な
お
菅
原
征
子
「
奈
良

時
代
の
巫
覡
の
活
動
」『
日
本
古
代
の
民
間
宗
教
』
吉
川
弘
文
館
・

二
〇
〇
三
年
所
収
、
を
参
照
の
こ
と
。

（
（
（　

上
野
・
前
掲
「
飛
鳥
浄
御
原
律
の
復
元
に
つ
い
て
」。

賊
盗
律
23
盗
大
祀
神
御
物
条

　

国
家
に
お
い
て
最
も
重
要
な
祭
祀
で
あ
る
大
祀
に
お
い
て
、
神
が

使
用
す
る
祭
器
等
神
御
の
物
あ
る
い
は
酒
食
・
王
幣
等
饗
薦
の
具
を

盗
ん
だ
り
す
る
犯
罪
は
、
当
該
条
の
規
定
で
処
罰
さ
れ
る
。

　

唐
賊
盗
律
（3
当
該
条
に
は
、

諸
盗
大
祀
神
御
之
物
者
、
流
二
千
五
百
里
。
其
擬
供
神
御
。
及

供
而
廃
闋
。
若
饗
薦
之
具
已
饌
呈
者
、
徒
二
年
。
未
饌
呈
者
、

徒
一
年
半
。
已
闋
者
、
杖
一
百
。（
後
略
（

と
あ
る
。
大
業
律
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
条
文
が
お
か
れ
て
い

て
、
我
が
国
で
代
用
さ
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

賊
盗
律
34
強
盗
条

　

天
智
紀
九
年
二
月
条
に
は
、「
造
戸
籍
。
断
盗
賊
與
浮
浪
」
と
見

え
る
。
我
が
国
初
の
全
国
的
戸
籍
と
な
る
庚
午
年
籍
の
造
籍
開
始
に

際
し
て
、
浮
浪
と
盗
賊
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
盗
賊
を

強
盗
に
置
き
換
え
て
律
の
条
文
に
当
た
る
と
、
唐
賊
盗
律
34
当
該
条

に
、

諸
強
盗
、〈
謂
。
以
威
若
力
而
取
其
財
。
先
強
後
盗
。
先
盗
後

強
等
。
若
与
人
薬
酒
及
食
。
使
狂
乱
取
財
。
亦
是
。
即
得
闌
遺

之
物
。
殴
撃
財
主
而
不
還
。
及
窃
盗
発
覚
。
棄
財
逃
走
。
財
主

追
補
。
因
相
拒
捍
。
如
此
之
類
。
事
有
因
縁
者
。
非
強
盗
。〉

不
得
財
。
徒
二
年
。
一
尺
徒
三
年
。
二
疋
加
一
等
。
十
疋
及
傷

人
者
絞
。
殺
人
者
斬
。（
後
略
（」

（
諸
そ
強
盗
の
、〈
謂
は
く
威
若
し
く
は
力
を
以
て
、
其
の
財
を

取
れ
る
を
い
う
。
先
ず
強
い
て
後
に
盗
め
る
、
先
ず
盗
み
て
後

に
強
い
た
る
、
等
し
。
若
し
人
に
薬
酒
及
び
食
を
与
え
て
。
狂

乱
せ
し
め
て
財
を
取
る
、
亦
是
そ
。
即
し
闌
遺
の
物
を
得
て
、

財
主
を
殴
ち
撃
ち
て
還
さ
ず
。
及
び
窃
盗
発
覚
し
て
、
財
を
棄

て
て
逃
走
せ
む
。
財
主
追
補
せ
む
。
因
り
て
相
い
拒
捍
せ
む
。
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此
の
如
き
類
は
、
事
因
縁
有
ら
ば
、
強
盗
に
非
ず
。〉
財
を
得

ざ
ら
む
は
、
徒
二
年
。
一
尺
に
徒
三
年
。
二
疋
に
一
等
加
え
よ
。

十
疋
、
及
び
人
を
傷
れ
ら
ば
、
絞
。
人
を
殺
せ
ら
ば
、
斬
。

（
後
略
（」

と
あ
っ
て
、
威
嚇
に
よ
っ
て
財
物
を
奪
っ
た
場
合
、
ま
た
は
盗
ん
で

後
に
威
嚇
し
た
場
合
も
同
よ
う
に
強
盗
と
す
る
。
ま
た
は
、
酒
や
薬

の
混
入
し
た
飲
食
物
を
与
え
て
狂
乱
さ
せ
た
上
で
財
物
を
奪
取
す
る

こ
と
も
当
該
律
の
強
盗
条
が
適
用
さ
れ
る
。

　

ゆ
え
に
天
智
紀
九
年
二
月
条
の
記
事
か
ら
、
唐
の
強
盗
条
、
延
い

て
は
隋
の
大
業
律
強
盗
条
が
当
時
我
が
国
の
刑
法
と
し
て
代
用
さ
れ

て
い
た
と
推
測
す
る
。

闘
訟
律
39
密
告
謀
反
大
逆
条

　

唐
闘
訟
律
39
密
告
謀
反
大
逆
条
に
は
、

諸
知
謀
反
及
大
逆
者
。
密
告
随
近
官
司
。
不
告
者
絞
。
知
謀
大

逆
謀
叛
不
告
者
。
流
二
千
里
。
知
指
斥
乗
輿
及
妖
言

不
告
者
。
各
減
本
罪
五
等
。
官
司
承
告
。
不
即
掩
捕
。
経
半
日

者
。
各
与
不
告
同
罪
。
若
事
須
経
略
而
違
時
限
者
。
不
坐
。

と
あ
り
、
謀
反
あ
る
い
は
大
逆
に
関
し
て
、
そ
れ
を
知
っ
た
場
合
は

速
や
か
に
密
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
速
や
か
に
密
告
を
せ
ず

に
半
日（（
（

を
経
れ
ば
そ
の
者
は
不
告
と
同
罪
と
見
做
さ
れ
て
絞
刑
に
処

せ
ら
れ
る
と
あ
る
。
我
が
養
老
律
本
文
も
殆
ど
こ
れ
と
同
じ
条
文
が

復
元
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
養
老
獄
令
33
告
密
条
に
は
、

凡
告
密
人
。
皆
経
当
処
長
官
告
。
長
官
有
事
。
経
次
官
告
。
若

長
官
次
官
倶
有
密
者
。
任
経
比
界
論
告
。
受
告
官
司
。
准
法
示

語
。（
中
略
（
事
当
謀
叛
以
上
。
雖
検
校
。
仍
馳
駅
奏
聞
。（
後

略
（

（
凡
そ
告
密
さ
む
人
は
、
皆
当
処
長
官
に
経
れ
て
告
せ
よ
。
長

官
事
有
ら
ば
。
次
官
に
経
れ
て
告
せ
よ
。
若
し
長
官
次
官
倶
に

密
な
る
こ
と
有
ら
ば
、
任
に
比
界
に
経
れ
て
論
告
せ
よ
。
告
受

け
む
官
司
、
法
に
准
え
て
示
し
語
る
に
、（
中
略
（
事
謀
叛
以

上
に
当
れ
ら
ば
、
検
校
す
と
雖
も
、
仍
し
馳
駅
し
て
奏
聞
せ
よ
。

（
後
略
（（

と
あ
り
、
謀
叛
以
上
の
犯
罪
の
発
生
を
知
っ
た
場
合
は
、
告
密
義
務

が
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
密
告
に
関
し
て
獄
令
と
闘
訟
律
の

規
定
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
互
い
に
連
関
し
て
皇
室
と
王
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朝
社
会
の
秩
序
を
守
る
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　

大
化
元
年
九
月
条
の
古
人
皇
子
の
謀
反
を
密
告
し
た
吉
備
笠
臣
垂

の
自
首
・
密
告
、
あ
る
い
は
斉
明
紀
四
年
十
一
月
条
の
有
間
皇
子
の

謀
反
を
密
告
し
た
蘇
我
赤
兄
は
、
大
業
律
令
に
よ
り
代
用
さ
れ
た
当

該
条
文
に
の
っ
と
り
即
座
に
行
動
に
移
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像

さ
れ
る
。

（
（
（　

養
老
律
39
当
該
条
（
逸
文
（
で
は
一
日
と
な
っ
て
い
る
。

闘
訟
律
41
誣
告
反
坐
条

　

大
化
元
年
八
月
の
鐘
匱
の
制
の
詔
に
は
、「
こ
の
日
鐘
・
匱
を
朝み
か
ど

に
設
け
詔
し
て
曰
く
「
若
し
憂
え
訴
う
る
人
、
伴
造
有
ら
ば
そ
の
伴

造
ま
ず
勘か
む
が当

へ
て
奏
せ
。
尊
長
有
ら
ば
、
そ
の
尊
長
ま
ず
勘
当
へ
て

奏
せ
。
若
し
そ
の
伴
造
・
尊
長
、
訴
ふ
る
と
こ
ろ
を
審
か
に
せ
ず
し

て
牒
を
収
め
匱
に
納
れ
ば
、
そ
の
罪
（
審
議
・
奏
上
を
怠
っ
た
罪
（

を
も
ち
て
罪
せ
ん
」
と
あ
る
。
す
な
わ
ち
訴
人
の
訴
え
が
正
当
な
も

の
で
あ
る
か
否
か
を
伴
造
や
尊
長
が
あ
ら
か
じ
め
審
査
し
た
上
で
訴

状
を
櫃
に
入
れ
る
べ
き
こ
と
が
命
じ
ら
れ
た
。
仮
に
不
当
な
訴
状
を

投
じ
た
場
合
は
、
伴
造
・
尊
長
に
対
し
そ
の
罪
を
以
て
罪
せ
ん
と
さ

れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
科
刑
の
や
り
方
は
唐
闘
訟
律
4（

当
該
条
に
規
定
の
誣
告
反
坐
の
制
度
と
同
一
で
あ
る（（
（

。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
唐
律
に
相
応
す
る
大
業
律
条
規
が
存
在
し
、

大
化
元
年
八
月
の
詔
に
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
（
（　

小
林
・
前
掲
「
日
本
律
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
二
七
頁
。

闘
訟
律
51
囚
不
得
告
挙
他
事
条

　

天
智
紀
九
年
正
月
乙
亥
朔
辛
巳
（
七
日
（
条
に
は
、「
禁
断
誣

妄
・
妖
偽
」
と
あ
る
。
こ
の
な
か
の
誣
妄
に
つ
い
て
は
、
唐
闘
訟
律

5（
囚
不
得
告
挙
他
事
条
に
、

諸
被
囚
禁
。
不
得
告
挙
他
事
。
其
為
獄
官
酷
己
者
聴
之
。（
後

略
（

（
諸
て
囚
禁
さ
る
に
、
他
事
を
告
挙
す
る
を
得
ず
。
其
れ
、
獄

官
、
己
に
酷
を
為
す
も
の
は
こ
れ
を
聴
す
。（
後
略
（（

と
あ
る
。
囚
人
が
禁
に
あ
っ
て
、
そ
の
人
を
告
す
る
を
許
し
た
な
ら

ば
奸
徒
は
誣
妄
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
罪
を
軽
く
す
る

た
め
に
誣
陥
し
や
す
い
ゆ
え
に
こ
の
条
文
を
設
け
て
い
る
。
大
業
律

に
お
い
て
は
い
っ
そ
う
告
言
義
務
の
重
要
さ
を
示
し
て
い
た
と
思
う
。
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雑
律
6
施
機
槍
作
坑
穽
条

　

天
武
紀
四
年
四
月
十
七
日
条
の
詔
に
「
莫
造
檻
穽
施
機
槍
等
之

類
」
と
あ
る
。
唐
雑
令
逸
文
に
は
「
諸
有
猛
獣
之
処
聴
作
檻
穽
・
射

窩
等
。
得
即
送
官
。
毎
一
頭
賞
絹
四
疋
。（
後
略
（」
と
あ
る
が
、
唐

雑
令
の
復
元
は
不
完
全
で
あ
る（（
（

。
こ
の
条
文
が
唐
令
に
も
存
し
た
と

し
て
、
こ
れ
に
違
反
し
た
場
合
、
唐
雑
律
6
当
該
条
の

諸
施
機
槍
。
作
坑
穽
者
。
杖
一
百
。
以
故
殺
傷
人
者
。
減
闘
殺

傷
一
等
。
若
有
標
幟
者
。
又
減
一
等
。（
後
略
（

（
諸
て
機
槍
を
施
し
、
抗
穽
を
作
り
た
る
者
は
、
杖
一
百
。
故

を
以
て
人
を
殺
傷
し
た
る
者
は
、
闘
殺
傷
よ
り
一
等
を
減
ず
。

若
し
標
幟
あ
り
た
る
者
は
、
又
一
等
を
減
ず
。（

な
る
罰
則
で
処
罰
さ
れ
る
。

　

お
そ
ら
く
天
武
四
年
四
月
の
上
記
の
詔
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
律
条

文
が
大
業
律
に
も
存
在
し
、
我
が
国
の
裁
判
に
代
用
さ
れ
て
い
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
（
（　

仁
井
田
陞
著
・
池
田
温
編
集
代
表
『
唐
令
拾
遺
補
』
東
京
大
学

出
版
会
・
一
九
九
七
年
・
一
四
八
二
頁
。

雑
律
9
受
寄
財
物
費
用
条

　

大
化
二
年
三
月
甲
申
（
二
十
二
日
（
条
の
薄
葬
の
詔
に
始
ま
る
詔

の
う
ち
、
第
二
部
の
十
二
段
に
は
、「
ま
た
百
姓
有
り
て
、
京
に
向

か
う
日
に
臨
み
て
、
乗
る
所
の
馬
の
、
疲
れ
瘦
せ
て
行
か
ざ
ら
む
こ

と
を
恐
れ
て
、
布
二
尋
・
麻
二
束
を
以
て
、
参
河
・
尾
張
、
両
の
国

の
人
に
送
り
て
、
雇
い
て
養
飼
は
し
む
。
乃
ち
京
に
入
り
ぬ
。
郷
に

還
る
日
に
、
鍬
一
口
を
送
る
。
而
る
を
参
河
人
等
、
養
飼
う
こ
と
能

は
ず
し
て
、
翻
り
て
痩
せ
死
な
し
む
。
若
し
是
細
馬
な
ら
ば
、
貪
り

愛
む
こ
と
を
生
し
て
、
工
に
謾
語
を
作
し
て
偸
失
ま
れ
た
り
と
言
う
。

若
し
是
牝
馬
、
己
が
家
に
孕
め
ば
、
便
ち
、
祓
除
せ
し
め
て
、
遂
に

そ
の
馬
を
奪
う
。
飛
聞
く
こ
と
是
の
ご
と
し
。
故
に
今
、
制
を
立
て

む
。『
凡
そ
路
傍
の
国
に
馬
を
養
は
ば
、
雇
は
る
る
人
を
将
て
、
審

に
村
首
〈
首
は
長
な
り
。〉
に
告
げ
て
、
方
に
詶
物
を
授
け
よ
。
そ

の
郷
に
還
る
日
に
、
更
に
報
を
須
い
ず
。
如
し
疲
れ
損
へ
る
こ
と
を

致
さ
ば
。
物
得
べ
か
ら
ざ
れ
。
縦
し
斯
の
詔
に
遣
へ
ら
ば
、
将
に
重

き
罪
科
せ
む
。』」
と
あ
る（（
（

。
後
半
の
『　

』
内
が
制の
り

の
内
容
で
あ
る
。

つ
ま
り
三
河
と
尾
張
の
両
国
を
経
て
上
京
す
る
人
か
ら
財
を
貰
っ
て

馬
を
預
か
り
（
尾
張
か
ら
は
海
路
で
伊
勢
に
渡
る
た
め
馬
を
預
け

る
（、
帰
路
に
馬
を
返
さ
ず
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
財
を
強
要
す
る
こ

と
が
あ
る
の
を
聞
き
、
新
た
に
制
を
立
て
る
。
そ
の
制
に
よ
れ
ば
、

馬
を
預
け
る
際
は
予
め
村
首
に
申
告
し
て
報
酬
を
与
え
て
帰
路
に
馬
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を
引
き
と
る
際
は
さ
ら
に
報
酬
の
必
要
性
は
な
き
こ
と
。
及
び
預
り

主
が
馬
を
疲
損
し
た
際
は
全
く
報
酬
の
必
要
は
な
き
こ
と
。
こ
れ
に

相
応
す
る
律
は
次
の
ご
と
し
。

　

唐
雑
律
9
受
寄
財
物
費
用
条
に
は
、

諸
受
寄
財
物
。
而
輒
費
用
者
。
坐
贓
論
減
一
等
。
詐
言
死
失
者
。

以
詐
欺
取
財
物
論
減
一
等
。

（
諸
て
財
物
を
寄
し
た
る
を
受
け
て
、
輒
く
費
用
し
た
る
者
は
、

坐
贓
も
て
論
じ
、
一
等
を
減
ず
。
詐
り
て
死
・
失
を
言
ひ
た
る

者
は
、
詐
欺
し
て
財
物
を
取
り
た
る
を
以
て
論
じ
、
一
等
を
減

ず
。（

と
見
え
る
。
受
寄
者
が
偽
っ
て
受
寄
の
畜
類
・
財
物
の
死
・
失
を
申

し
た
時
、
唐
律
に
従
い
詐
欺
の
刑
に
一
等
を
減
じ
て
科
し
た
条
文
を

設
け
て
い
る
。
大
化
二
年
当
時
、
上
記
唐
雑
律
に
該
当
す
る
大
業
律

が
代
用
さ
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
（
（　

坂
本
太
郎
・
家
永
三
郎
・
井
上
光
貞
・
大
野
晋
『
日
本
書
紀
下

　

日
本
古
典
文
学
大
系
68
』
岩
波
書
店
・
一
九
六
五
年
。

捕
亡
律
11
丁
夫
雑
匠
在
役
亡
条

捕
亡
律
12
非
亡
浮
浪
他
所
条

　

天
智
九
年
二
月
条
に
「
造
戸
籍
。
断
盗
賊
與
浮
浪
。」
と
あ
る
。

全
国
的
な
戸
籍
の
始
め
と
な
る
庚
午
年
籍
の
造
籍
に
際
し
浮
浪
を
断

つ
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
浮
浪
し
て
課
役
を
納
め
な
い
者
を
逃

亡
と
言
い
、
建
前
上
浮
浪
と
逃
亡
と
は
区
別
す
る
が
事
実
上
混
用
さ

れ
て
い
た
。
彼
ら
を
捕
縛
し
、
処
罰
す
る
律
の
条
文
は
、
唐
捕
亡
律

（（
及
び
（（
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
唐
捕
亡
律
（（
の
条
に
は
、

諸
丁
夫
雑
匠
在
役
。
及
工
楽
雑
戸
亡
者
。
一
日
笞
三
十
。
十
日

加
一
等
。
罪
止
徒
三
年
。（
後
略
（

（
諸
て
丁
夫
・
雑
匠
の
在
役
、
及
び
工
楽
・
雑
戸
亡
げ
た
る
と

き
は
、
一
日
ニ
テ
笞
三
十
、
十
日
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、
罪
は

徒
三
年
に
止
ま
る
。（
後
略
（（

ま
た
捕
亡
律
（（
の
条
に
は
、

諸
非
亡
而
浮
浪
他
所
者
。
十
日
笞
十
。
二
十
日
加
一
等
。
罪
止

杖
一
百
。
即
有
官
事
在
他
所
。
事
了
留
住
不
還
者
亦
加
之
。

（
後
略
（

（
諸
て
亡
げ
る
に
非
ず
し
て
他
所
に
浮
浪
し
た
る
と
き
は
、
十
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日
に
て
笞
十
。
二
十
日
ご
と
に
一
等
を
加
へ
、
罪
は
杖
一
百
に

止
ま
る
。
も
し
官
事
他
所
に
あ
り
て
、
事
ア
リ
た
る
に
留
住
し

に
還
ら
ざ
る
と
き
も
、
ま
た
か
く
の
如
し
。（

天
智
九
年
当
時
は
大
業
律
に
同
様
の
規
定
が
あ
り
代
用
さ
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

断
獄
律
20
赦
前
断
罪
不
当
条

　

持
統
紀
三
年
三
月
丙
子
（
二
十
四
日（（
（

（
条
に
、

大
赦
天
下
。
唯
常
赦
所
不
免
。
不
在
赦
例
。

と
あ
る
。
除
外
文
書
を
付
し
た
赦
書
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
よ
う
な
文
書
は
、
そ
れ
ま
で
も
見
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
持
統
紀

に
あ
っ
て
は
、
も
ち
ろ
ん
初
出
で
あ
る
。

　

上
記
文
中
の
「
常
赦
所
不
免
」
と
は
、
唐
断
獄
律
（0
赦
前
断
罪
不

当
条
に
、

常
赦
所
不
免
。
依
常
律

と
あ
り
、
そ
の
疏
議
に
、
赦
に
会
っ
て
も
な
お
死
・
流
・
除
名
・
免

所
居
官
・
移
郷
な
ど
の
制
裁
を
加
え
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
が
存
在

す
る
。

　

し
た
が
っ
て
隋
大
業
律
に
断
獄
律
（0
赦
前
断
罪
不
当
条
が
存
し
、

我
が
国
で
代
用
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
（
（　

す
で
に
本
論
第
三
節
で
掲
示
し
て
お
い
た
が
、
こ
の
時
期
は
い

ま
だ
浄
御
原
律
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
大
業

律
代
用
の
時
期
に
該
当
す
る
と
見
な
さ
れ
る
。
上
野
・
前
掲
「
飛
鳥

浄
御
原
律
の
復
元
に
つ
い
て
」
を
参
照
の
こ
と
。

断
獄
律
21
聞
知
恩
赦
故
犯
条

　

前
項
で
示
し
た
と
お
り
、
唐
断
獄
律
（0
赦
前
断
罪
不
当
条
に
、

常
赦
所
不
免
者
。
依
常
律
。〈
常
赦
所
不
免
者
。
謂
雖
会
赦
。

猶
処
死
及
流
。
若
除
名
免
所
居
官
。
及
移
郷
者
。〉

と
あ
り
（
本
文
（、
そ
の
疏
議
に
、
赦
に
会
っ
て
も
な
お
死
・
流
・

除
名
・
免
所
居
官
・
移
郷
な
ど
の
制
裁
を
加
え
る
こ
と
を
定
め
た
条

文
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
に
該
当
す
る
律
の
諸
条
文
を
あ
げ

れ
ば
、
当
該
条
の
ほ
か
に
、
名
例
律
（8
十
悪
反
逆
縁
坐
条
、
賊
盗
律
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（5
造
畜
蠱
毒
条
、
賊
盗
律
（8
殺
人
移
郷
条
、
断
獄
律
（0
赦
前
断
罪
不

当
条
（
以
上
四
ヶ
条
は
既
出
（
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
、
主
要
な
律
条
文

に
適
用
さ
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
赦
令
が
出
さ
れ
る
た
め
に
は
、

出
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
、
全
国
の
国
庁
で
は
こ
れ
ら
の
条
文
を
手

元
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
「
常
赦
所
不
免
」
の
具
体
的
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
な
い
ゆ
え
に
、
刑
事
行
政
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
た
め
に
、
恩
赦
の
あ
っ
た
こ
と
を
聞
知
し
て

故
ら
に
犯
し
た
り
、
悪
逆
を
犯
し
た
り
、
家
人
奴
婢
が
主
人
を
殴
り
、

謀
殺
し
た
場
合
に
は
、
赦
と
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
次
に
挙
げ

る
唐
断
獄
律
（（
聞
知
恩
赦
故
犯
条
に
擬
す
る
隋
の
大
業
律
条
文
が
準

用
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

諸
聞
知
有
恩
赦
而
故
犯
。
及
犯
悪
逆
。
若
部
曲
奴
婢
殴
及
謀
殺

若
強
姦
主
者
。
皆
不
得
以
赦
原
。
即
殺
小
功
尊
属
従
父
兄
姉
。

及
謀
反
大
逆
者
。
身
雖
会
赦
。
猶
流
三
千
里
。

（
諸
て
恩
赦
あ
る
を
聞
知
し
て
故
ら
に
犯
し
、
及
び
悪
逆
を
犯

し
、
若
し
く
は
部
曲
・
奴
婢
、
主
を
殴
り
及
び
殺
さ
ん
と
謀
り

若
し
く
は
強
姦
す
る
者
は
、
皆
以
て
赦
原
す
る
を
得
ず
。
も
し

小
功
の
尊
属
・
従
父
兄
姉
を
殺
し
、
及
び
謀
反
・
大
逆
せ
ば
、

身
は
赦
に
会
う
と
雖
も
、
猶
ホ
流
三
千
里
。（

　

つ
ま
り
「
皆
不
得
以
赦
原
」
に
お
い
て
は
、
本
刑
（
斬
（
を
減
じ

る
け
れ
ど
も
流
三
千
里
と
す
る
の
で
あ
る
（
大
業
律
は
二
千
里
（。

結　

び

　

大
化
改
新
は
、
皇
帝
を
頂
点
に
い
た
だ
い
た
隋
唐
帝
国
の
国
家
体

制
を
軌
範
と
し
て
、
中
央
集
権
国
家
を
確
立
す
る
た
め
の
政
治
的
法

制
度
改
革
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
大
化
の
元
号
や
即
位
式
の
由
来
、

恩
赦
の
法
源
な
ど
、
こ
れ
ら
の
背
景
に
は
物
理
的
強
制
力
を
も
っ
た

刑
法
の
存
在
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
は
じ
め
に
論
じ
た
。

　

当
時
の
刑
法
、
す
な
わ
ち
律
は
い
か
に
し
て
我
が
国
に
将
来
さ
れ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に
は
遣
隋
使
、
遣
唐
使
の
尽
力
が
必

須
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
改
新
後
に
刑
法
を
隋
の
大
業
律
代
用
で
実

施
し
始
め
た
こ
と
を
証
す
る
べ
く
、
日
本
書
紀
の
記
録
に
則
し
て
律

条
文
を
逐
条
的
に
検
討
し
、
当
時
の
社
会
的
背
後
に
そ
れ
ら
し
き
律

条
が
存
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
材
料
の
検
出
に
努
め
た
。

そ
の
結
果
三
十
四
個
条
の
大
業
律
と
お
ぼ
し
き
条
文
を
掲
示
し
え
た
。

篇
目
は
名
例
か
ら
捕
亡
迄
の
十
篇
を
数
え
る
。
た
だ
し
、
こ
の
篇
目

は
実
際
の
大
業
律
の
篇
目
と
は
異
な
る
ゆ
え
、
あ
く
ま
で
便
宜
上
の

仮
の
も
の
で
あ
る
。
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そ
も
そ
も
大
化
改
新
・
天
智
天
皇（（
（

以
降
、
天
武
・
持
統
紀
迄
の
期

間
に
お
い
て
律
令
関
係
史
料
が
見
出
せ
る
こ
と
に
関
し
て
、
ど
の
よ

う
な
解
釈
が
可
能
で
あ
る
の
か
。
長
く
先
学
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
隋
の
王
朝
で
編
纂
さ
れ
た
大
業
律
令
が
我
が
国
に
も
た

ら
さ
れ（（
（

、
そ
れ
以
降
は
こ
れ
を
代
用
し
て
、
日
本
国
内
の
裁
判
な
ど

法
の
運
用
に
用
い
ら
れ
て
来
た
と
推
測
し
た（3
（

。

　

律
令
国
家
と
は
何
か
と
い
う
学
界
希
求
の
長
年
の
課
題（4
（

に
対
し
て

の
さ
さ
や
か
な
答
え
で
も
あ
る
。

�

（
（
（　

孝
徳
天
皇
即
位
の
日
に
、
中
大
兄
皇
子
が
皇
太
子
に
つ
い
た
が

（
孝
徳
即
位
前
紀
（、
こ
れ
は
隋
唐
式
の
伝
統
に
の
っ
と
り
、
皇
太
子

が
国
政
に
関
与
す
る
事
が
制
度
的
に
認
め
ら
れ
た
事
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
考
察
を
深
め
る
材
料
を
更
に
集
め
た
い
と

思
う
。

（
（
（　

前
掲
『
日
本
国
見
在
書
目
録
』
を
参
照
の
こ
と
。

（
3
（　

あ
え
て
本
稿
で
は
、
大
化
前
代
以
来
の
固
有
法
と
、
随
唐
の
継

受
法
と
の
関
係
に
触
れ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
だ
が
、
近
時
の
こ

れ
に
係
わ
る
研
究
は
榎
本
淳
一
氏
や
長
谷
山
彰
氏
の
論
著
に
記
述
さ

れ
て
い
る
。
例
え
ば
榎
本
「
中
国
の
法
・
制
度
の
受
容
」（
前
掲
（、

長
谷
山
「
日
本
古
代
に
お
け
る
賠
償
制
と
固
有
法
」（
前
掲
『
日
本

古
代
の
法
と
裁
判
』（
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
大
業
律
代

用
と
い
う
従
来
に
な
い
考
え
方
で
大
化
～
持
統
の
間
の
刑
罰
記
事
を

検
討
す
る
こ
と
に
注
力
し
た
点
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。

（
4
（　

司
会
者
青
木
和
夫
（
ほ
か
池
田
温
、
吉
田
孝
、
早
川
庄
八
（

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
日
本
歴
史
4　
律
令
国
家
論
』
学
生
社
・
一
九
七
二

年
。


